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2014・4　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

平成 26 年度
　市の予算は一般会計、特別会計、公営企業会計の３つに大きく分かれま

す。これらをあわせた予算総額は 293 億 7,004 万円となり、前年度と比

較すると、率にして 10.3％、金額にして 27 億 5,407 万円の増加となりま

した。（各会計の予算額は次頁に記載しています）

　また、一般会計の予算総額は 152 億 7,985 万円で、前年度と比較すると、

率にして 5.7％、金額にして 8 億 2,270 万円の増加となりました。

●予算の状況

　市民１人当たりの貯金は７万 6,754 円で前

年度と比較すると約１万 1,000 円減少し、市

民１人当たりの借金は 15 万 5,835 円で前年度

と比較すると約 6,000 円減少しています。使

用用途で最も多いのは高齢者や児童の福祉など

に使われる民生費で、次いでごみ処理や病気の

予防などに使われる衛生費、道路、河川、公園

の整備などに使われる土木費となりました。
平成 26 年 1 月末日現在 人口：53,463 人

用　語　解　説　
■一般会計：福祉、衛生、道路整備、教育など市の基
　本的な事業に関する会計
■特別会計：特定の事業を特定の財源でまかなうため
　の会計。岩出市では国民健康保険など 5 つ
■自主財源：岩出市が自主的に収入することができる
　お金
■地方交付税：市町村に配分される、所得税、消費税、
　酒税などの国税のうちの一定のお金
■基金：特定の目的のため財産を維持、資金積立する
　ために設けるもの

■公営企業会計：地方公共団体の経営する企業の会　
　計。岩出市では公営企業法の適用を受ける水道事業
　会計
■依存財源：国や県から交付または割り当てられるお
　金
■国庫（県）支出金：道路整備事業や医療・生活保護
　の扶助費に対し国（県）が一定の率を負担したり補
　助するお金
■市債：大規模な建設事業などの資金として、国や銀
　行から借り入れるもの

…　総務費 25,072 円

民生費 107,946 円　…

…　衛生費 46,567 円

…　消防費　12,250 円

教育費　27,793 円　…

…　公債費　21,879 円

土木費　35,308 円　…

その他 　8,987 円　…

市民 1 人あたりの予算
285,802 円

前年度より
約 1 万 5,000 円増

当  初  

予 
算 

●市民 1 人あたりの貯金・借金

●市民 1 人あたりの

…市民税 48,192 円

…固定資産税 36,507 円

…都市計画税 5,461 円

…軽自動車税 2,419 円

…たばこ税　7,713 円

税負担
財布の中身



【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

　歳入では、市税は市民税・固定資産税等

の増加見込みにより約 1 億 1,600 万円の

増額、国庫支出金は道路等の都市基盤整備

のために交付される補助金（社会資本整備

総合交付金）や、臨時福祉給付金及び子育

て世帯臨時特例給付金補助金の増加により

約 4 億 1,300 万円の増額、繰入金は基金

繰入金等の増加により約 1 億 8,100 万円

の増額となりました。

歳入増減のポイント

会計別当初予算額
当初予算の内訳 平成 26 年度 平成 25 年度 増減率

　一般会計 152 億 7,985 万円 144 億 5,715 万円 5.7％
　特別会計 121 億 9,572 万円 107 億 8,965 万円 13.0％
　　国民健康保険特別会計 54 億 6,374 万円 56 億 4,909 万円 ▲ 3.3％
　　介護保険特別会計 28 億 3,797 万円 28 億 3,275 万円 0.2％
　　後期高齢者医療特別会計 6 億 4,485 万円 6 億 1,263 万円 5.3％
　　下水道事業特別会計 32 億    773 万円 16 億 6,875 万円 92.2％
　　墓園事業特別会計 4,143 万円 2,643 万円 56.8％
　公営企業会計 18 億 9,447 万円 13 億 6,917 万円 38.4％

水道事業会計 収益的支出 12 億 1,693 万円 9 億　471 万円 34.5％
資本的支出 6 億 7,754 万円 4 億 6,446 万円 45.9％

予　算　総　額 293 億 7,004 万円 266 億 1,597 万円 10.3％

年度末基金残高の推移

平成 24 年度決算額 49 億 3,843 万円

平成 25 年度見込額 47 億 1,472 万円

平成 26 年度見込額 41 億　350 万円

年度末市債残高の推移

平成 24 年度決算額 89 億 4,788 万円

平成 25 年度見込額 86 億 2,729 万円

平成 26 年度見込額 83 億 3,141 万円

基金・市債残高

　歳出では、民生費は障害者総合支援給付

費、生活保護扶助費、臨時福祉給付金及び

子育て世帯臨時特例給付金の増加により約

2 億 5,300 万円の増額、土木費は重点的

に進めている防災・災害対策、渋滞対策、

浸水対策の各事業費の増加により約 3 億

2,800 万円の増額となりました。

歳出増減のポイント
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【一般会計　歳入】 【一般会計　歳出】

市税（35.1％）
53 億 6,190 万円

繰入金（4.1％）
6 億 2,222 万円

分担金及び負担金（4.5％）
6 億 9,208 万円

地方交付税（21.3％）
32 億 5,000 万円

使用料及び手数料（1.0％）
1 億 5,554 万円諸収入・寄付金等（1.1％）

1 億 7,078 万円

自主財源
（45.8％）

依存財源
（54.2％）

国庫支出金
（16.7％）

25 億 4,739

県支出金（7.0％）
10 億 6,394 万円

地方特例交付金等（0.9％）
1 億 3,400 万円

地方譲与税（0.7％）
1 億 1,400 万円

市債（4.9％）　
7 億 5,500 万円

地方消費税交付金（2.7％）
4 億 1,300 万円

民生費（37.8％）
57 億 7,114 万円

衛生費（16.3％）
24 億 8,959 万円

土木費（12.3％）
18 億 8,769 万円

教育費（9.7％）
14 億 8,590 万円

公債費（7.7％）
11 億 6,974 万円

総務費（8.8％）
13 億 4,044 万円

消防費（4.3％）
6 億 5,490 万円

議会費（1.1％）
1 億 6,651 万円

その他（0.2％）
3,783 万円

農林業費（1.3％）
2 億 348 万円

商工費（0.5％）
7,263 万円

万円



2014・4　広報いわで　　4【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう

主な新規・重点施策と予算額

【環境を守るまちをつくる】
ごみ有料化事業　　　　　　　38,139 千円（生活環境課）
　ごみ減量化と資源化の促進経費
ごみ減量化対策事業補助金　   　3,607 千円（生活環境課）
　資源の再利用・ごみの減量化推進のため、生ごみ処理容器
　の購入補助及び集団資源回収事業奨励金制度経費　　
ごみ分別収集事業　　 104,711 千円（クリーンセンター）
　資源ごみの分別収集経費

（新）ふれあい収集事業　　4,848 千円（クリーンセンター）
　ごみ集積所まで持ち出すことが困難な高齢者や障害者に対
　する収集支援経費

【輝きのあるまちをつくる】
そうへぃちゃん啓発事業　　　　3,207 千円（市長公室）
　岩出市イメージキャラクターそうへぃちゃんの啓発及び
　市ＰＲ、市民憲章への啓発等経費

（新）観光促進事業　　　　　  10,769 千円（農林経済課）
　一乗閣周辺整備計画経費

【市の風格のあるまちをつくる】
地籍調査事業　　　　　　　　78,094 千円（地籍調査課）
　国土開発及び高度利用のための基礎資料とするため、
　地籍の明確化を図るとともに、地籍図、地籍簿の作成
　経費

【生活基盤の安定したまちをつくる】
大阪方面路線バス運行補助事業　　26,510 千円（総務課）
　大阪方面バスの運行経費補助
岩出市巡回バス運行補助事業　　　16,000 千円（総務課）
　岩出市巡回バスの運行経費補助
社会資本整備総合交付金事業　  　741,600 千円（土木課）
　押川根来線及び根来安上線新設改良事業経費
市道新設改良事業（市単独事業）　173,300 千円（土木課）
　生活道路等（山水栖線歩道設置他）新設改良経費　　
交通渋滞対策事業　　　　　　　  10,200 千円（土木課）
　交差点改良等経費　　
下水道事業特別会計繰出金
　　　　　　　　　　　443,562 千円（上下水道業務課）

【ゆとりとやすらぎのあるまちをつくる】
公園管理事業　　　　　　　　22,829 千円（都市計画課）
　公園管理修繕等経費   

【安全・安心のまちをつくる】
危機管理事業　　　　　　　　　　　3,093 千円（総務課）
　危機管理の対応強化経費
消費生活事業　　　　　　　　　　656 千円（市長公室）
　架空請求やクーリング・オフなどの消費生活に関する相
　談業務や啓発、また多重債務に関する相談業務等経費　
交通安全施設等整備事業　　　　　10,500 千円（土木課）
　カーブミラー等の交通安全施設の整備等経費
岩出市浸水対策事業　　　　　　　73,100 千円（土木課）
　山崎地区浸水対策、排水ポンプ車購入事業等経費
岩出市木造住宅耐震化促進事業　9,192 千円（都市計画課）
　木造住宅の地震に対する安全性向上を図るための経費
防火水槽設置事業　　　　　　   　　5,000 千円（総務課）
　防火水槽の設置経費（処理場周辺地域整備事業）
自主防災組織育成事業　　　　　    　3,000 千円（総務課）
　自主防災組織の立ち上げ地区への防災倉庫や防災備品
　等の配備に対する経費の補助

（新）岩出市防災マニュアル作成事業　3,564 千円（総務課）
　防災マニュアル改訂版の作成及び全戸配布経費　 　

（新）岩出市内避難施設等サイン設置事業　
　　　　　　　　　　　　　　　　7,954 千円（総務課）
　岩出市内の各避難施設等への避難所表示看板設置経費

【にぎわいのあるまちをつくる】
青年就農給付金事業　　　　  　9,000 千円（農林経済課）
　経営の不安定な青年就農者に対する給付金

（新）ため池整備計画書作成事業　4,000 千円（農林経済課）
　住持池整備に向けた調査及び整備計画書作成経費　　
岩出市中小企業資金利子補給交付事業
　　　　　　　　　　　　　　5,500 千円（農林経済課）
　不況対策利子補給金経費
農業施設整備事業（農業基盤整備促進事業）　
　　　　　　　　　　　　　  50,900 千円（農林経済課）
　中島西井袋農道外整備事業経費（処理場周辺地域整備
　事業）

【ともに支え合うまちをつくる】
区・自治会振興助成事業　　　　　
　　　　15,800 千円（総務課）
　自治会活動その他行政へ
　の協力に対する助成経費　　　
地区集会所建設等助成事業
　  　　　8,000 千円（総務課）
　集会所の建設・修繕等の補助
　経費

（新）は、平成 26 年度新規事業です。　
○問い合わせ先　財務課財政係（内線 363）
※事業の詳細については、担当課にお問い合わせください。

1

2

住んでよかったと思えるまちづくり

安全で安心して暮らせるまちづくり
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【心豊かな人が育つまちをつくる】
コンピュータ教室パソコン整備事業　
　　　　　　　　　　　　　　 　8,491 千円（教育総務課）
　情報教育の活性化を図るため、機器の入替え経費

（新 ) 学力・学習状況調査事業　  　2,044 千円（教育総務課）
　全国学力・学習状況調査における抽出校以外の学校及び
　対象外の学年での学力テストの実施経費
要保護・準要保護児童・生徒扶助事業　　　
　　　　　　　　　　　　  　46,969 千円（教育総務課）
　生活保護世帯及び準ずる世帯の児童、生徒扶助経費
私立幼稚園助成事業　　　            45,140 千円（教育総務課）
　私立幼稚園奨励費補助及び市内私立幼稚園への助成
学校給食運営事業　　　　  　329,337 千円（教育総務課）
　小中学校の給食運営経費

【生涯学習できるまちをつくる】
紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会開催準備事業　
　　　　　　　　　　　　　115,795 千円（国体準備室）
　平成 27 年に開催する国民体育大会等の準備経費及び
　競技別リハーサル大会開催経費等
放課後子ども教室推進事業　　　4,002 千円（生涯学習課）
　放課後子ども教室経費

【歴史を守り文化を育むまちをつくる】
公民館事業　　　　　　　　　4,661 千円（生涯学習課）
　ふれあい学級、成人講座、文化教室等経費
文化祭事業　　　　　　　　　1,815 千円（生涯学習課）
　文化祭経費
資料収集事業　　　　　　　　1,006 千円（民俗資料館）
　資料の収集を行い、資料館の活性化を図るための経費

（新）国史跡根来寺境内周辺保全管理事業
　　　　　　　　　　　　　　 256 千円（民俗資料館）
　根来寺境内周辺の保全管理経費　　　　

【多様な人が交流するまちをつくる】
外国青年招致事業　　　　　　5,196 千円（教育総務課）
　外国語教室の充実のための経費　

【人権が尊重されるまちをつくる】
人権啓発推進事業　　　　　　　　2,294 千円（福祉課）
　人権啓発の推進を図るため、講演会・研修会等経費
人権啓発活動等推進事業　　　　 　1,928 千円（福祉課）
　人権啓発推進指導員及び人権啓発活動等経費
人権教育啓発事業　　　　　　1,439 千円（生涯学習課）
　人権啓発・啓発の推進を図る経費

【いきいきと健康に暮らせるまちをつくる】
予防接種事業　　　　　　 　169,508 千円（保健推進課）
　乳幼児から高齢者までの予防接種経費
各種がん検診事業　　　　　　83,775 千円（保健推進課）
　胃がん、乳がん等の検診経費
妊婦健康診査事業　　　　　　42,701 千円（保健推進課）
　妊婦の健康診査等経費　   　
国民健康保険特別会計繰出金　355,093 千円（保険年金課）

【充実して暮らせるまちをつくる】
後期高齢者医療事業　　　　  380,344 千円（保険年金課）
　後期高齢者広域連合負担金、療養給付費負担金等経費  
介護保険特別会計繰出金　　　401,611 千円（長寿介護課）

【自立と社会参画のまちをつくる】
重度心身障害児（者）医療費助成事業　
　　　　　　　　　　　　　185,262 千円（保険年金課）
　重度心身障害児（者）の入・通院に係る自己負担額の
　医療費の支給経費　
障害者総合支援事業　　　　　　　700,169 千円（福祉課）
　障害者が利用する施設サービス、居宅サービス等経費             

【産み育てることのできるまちをつくる】
子ども医療費助成事業　　   　111,216 千円（保険年金課）

　未就学児の入・通院及び小学校卒業までの子どもの入
　院に係る自己負担額の医療費の支給経費　
養育医療事業　　　　　　　　2,743 千円（保険年金課）
　入院養育を必要とする未熟児に対する医療給付経費
私立保育園運営事業　　　　　　547,209 千円（福祉課）
　私立保育園が保育を実施するための経費
ファミリーサポートセンター事業　   4,920 千円（福祉課）
　育児の援助を行いたい者と、援助を受けたい者とで構
　成する会員相互による子育て援助活動の調整経費      
病後児保育事業　　　　　　　　 　4,200 千円（福祉課）
　安心して子育てができる環境を整備するために病後児
　保育を実施する団体に補助金を交付するための経費　
子ども・子育て支援計画策定事業　　3,081 千円（福祉課）
　「市町村子ども・子育て支援事業計画」を策定し、本
　計画をもとに平成 27 年度から給付・事業を実施する
　ための経費

【人にやさしいまちをつくる】
生活保護事業　　　　　　　　　 489,428 千円（福祉課）
　困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、最低限度の生
　活を保障するとともに保護世帯の自立助長経費 

【市民参加の推進】
市政懇談会事業　　　　　　　　　173 千円（市長公室）
　住民の方々から地域に対する諸問題や市政に対する意
　見要望を聴いたり、市が抱える諸問題の説明・啓発を
　行い、住民とともにまちづくりを進めるための経費

広報事業　　　　　　　　　　　9,203 千円（市長公室）
　広報紙及び声の広報を発行するとともに、ｄチャンネ
　ル、ラジオ放送、市ウェブサイトを活用し、市民の皆
　様に行政情報を提供するための経費
　　　　　  

　放課後子ども教室経費

　未就学児の入・通院及び小学校卒業までの子どもの入

子ども医療費助成事業

　　　　　　　　　　　9,203 千円（市長公室）

3

4

5

笑顔あふれるまちづくり

元気で健康なまちづくり

地方分権改革時代の行財政運営
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平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
﹁
ご
み
有
料
化
事
業
﹂
に
つ
い
て
、
事
業
の
評
価
と
取
組
の
見
直
し
を
行

う
た
め
、
開
始
後
１
年
間
の
状
況
と
そ
の
成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
発
生
抑
制
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　

市
民
が
、
ご
み
を
排
出
す
る
際
、

手
数
料
と
い
う
、
直
接
見
え
る
形
で

ご
み
処
理
費
用
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
ご
み
を
排
出
す
る
者
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
明

確
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
、

減
量
行
動
や
資
源
化
の
徹
底
に
繋
が

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

排
出
量
に
応
じ
た
費
用
負
担
の
公
平

性
　

排
出
す
る
ご
み
の
量
に
応
じ
て
費

用
負
担
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
ご
み
減
量
化
に
取
り
組
む

市
民
は
費
用
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
ま
た
、
多
量
に
排
出
さ
れ

る
場
合
は
、
応
分
の
負
担
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

有
料
化
の
目
的

制
度
の
内
容

有
料
化
の
対
象
ご
み

　

ご
み
排
出
量
の
７
割
を
占
め
る

﹁
可
燃
ご
み
﹂
が
対
象

手
数
料
の
形
態
と
設
定

　

一
定
量
の
ご
み
袋
を
世
帯
に
無
料

で
配
布
す
る
﹁
一
定
量
無
料
型
﹂
を

採
用
し
、
手
数
料
は
、
国
が
示
す
ご

み
減
量
効
果
が
現
れ
る
最
も
低
い
価

格
を
設
定
し
た
﹁
有
料
指
定
ご
み
袋

制
﹂
と
し
ま
し
た
。

減
量
化
に
取
り
組
む
市
民
を
支
援
す

る
施
策

　

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

排
出
す
る
方
自
身
の
努
力
が
成
果
に

結
び
つ
く
も
の
で
す
。

　

個
人
や
団
体
等
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
や

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
拡

大
や
、
集
団
資
源
回
収
事
業
を
新
設

し
ま
し
た
。減

量
化
目
標

　

市
民
１
人
１
日
あ
た
り
の
総
ご

み
排
出
量
を
平
成
12
年
度
実
績

（
９
１
７
ｇ
／
人
日
）
に
対
し
、
約

25
％
削
減
し
た
、

　

６
８
８
ｇ
／
人
日

　
　
　
　
　
　

に
設
定
し
ま
し
た
。

　

期
間
：
１
年
間

　

有
料
化
前
と
後
の
１
年
間
の
ご
み

排
出
量
を
比
較
し
ま
し
た
。　

排
出
量
の
現
状

ごみ種 有料化前１年間 有料化後１年間 比較

可
燃

家庭系 574.81 ｇ 497.88 ｇ － 76.93 ｇ － 13.4％
事業系 113.96 ｇ 134.87 ｇ 20.91 ｇ 18.3％

計 688.77 ｇ 632.75 ｇ － 56.02 ｇ － 8.1％
粗大ごみ 162.37 ｇ 155.05 ｇ － 7.32 ｇ － 4.5％
資源ごみ 88.18 ｇ 99.35 ｇ 11.17 ｇ 12.7％
不燃ごみ 52.59 ｇ 49.58 ｇ － 3.01 ｇ － 5.7％

計 991.91 ｇ 936.73 ｇ － 55.18 ｇ － 5.6％

市民１人１日当たりの排出量
　

平
成
24
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
25
年
６
月
30
日

について

今月から３回にわたりご報告いたします。

「排出量の現状」１/3

ごみ有料化
報告
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４
月
か
ら

　

ふ
れ
あ
い
収
集
に
う
か
が
い
ま
す

ふ
れ
あ
い
収
集
に
つ
い
て

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
集

積
所
ま
で
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者
や
障
害
者
を
支
援
す
る
た

め
、
収
集
作
業
員
が
戸
別
訪
問
し
、

家
庭
ご
み
な
ど
を
収
集
す
る
制
度
で
す
。

制
度
を
利
用
で
き
る
方

　

ふ
れ
あ
い
収
集
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方
は
、
家
庭
ご
み
を
集
積
所

ま
で
自
ら
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難

で
、
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
か
つ
、
他
の
方
か
ら
ご
み
出

し
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
方
で
す
。

①
要
介
護
認
定
２
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳　

　

肢
体
不
自
由　

１
・
２
・
３
級

　

視
覚
障
害　
　

１
・
２
級
の
方

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
か
つ

　

知
的
障
害
の
程
度
が
A
判
定
・
B

　

判
定
の
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

　

付
を
受
け
、
か
つ
、
障
が
い
の
程

　

度
が
１
・
２
級
の
方

■
収
集
で
き
る
ご
み

　

生
ご
み
等
の
一
般
可
燃
ご
み

　

缶
・
ビ
ン
等
の
不
燃
物
ご
み

　

資
源
ご
み

■
収
集
日

※
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
随
時
と

な
り
、
収
集
日
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
本
人
（
代
理
人

も
含
む
）
か
ら
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

※
必
ず
緊
急
連
絡
先
を
決
め
て
く

だ
さ
い
。

県道泉佐野岩出線より

東側の地域

毎週月曜日

毎月第１水曜日

毎週金曜日

西側の地域

毎週火曜日

毎月第２水曜日

毎週木曜日

一般可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

■
訪
問
調
査
と
決
定
通
知

　

電
話
で
申
し
込
み
を
受
け
た
後
、

職
員
が
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
具
体
的
に
状
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
利
用
決
定
通
知
書
ま
た

は
、
非
該
当
通
知
書
に
よ
り
通
知
い

た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

　
　

℡
62
‐
２
１
４
１

　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
62
‐
０
８
１
４

毎
日
１
台
分

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の

量
は
、
年
間
１
５
０
８
．
２
５
ト
ン

減
り
、
市
内
全
体
で
は
、
１
日
あ
た

り
、
ご
み
収
集
車
（
４
ト
ン
車
）
約

１
台
分
が
減
量
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課　

℡
62
‐
２
１
４
１

１年間の総ゴミ排出量比較（単位：ｔ　小数点以下切捨て）

20,000

15,000

10,000

　5,000

　　　 0

　

ふ
れ
あ
い
収
集
に
う
か
が
い
ま
す

収
集
に
う
か
が
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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NEWS
IWADE

　大会では、選手一人ひとりが岩出市代表

選手としての誇りを持って大会に臨みまし

た。選手たちはゴールを目指し、最後まで

あきらめず、粘り強くタスキをつなぐこと

ができ、多くの人々に勇気と感動を与えて

くれました。

　選手の皆さん、本当にお疲れ様でした。

この大会での経験を活かして、今後も更に

活躍されることを期待いたします。

【
区
・
自
治
会
長
会
】　
（
敬
称
略
）

会
長
・
根
来
地
区　

石
田　

徳
男

　
　
　
　
　
　
（
若
葉
台
自
治
会
）

岩
出
地
区　
　
　
　

藤
本　

達
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
区
）

山
崎
地
区　
　
　
　
　

内
田　

毅

　
　
　
　
　
（
吉
田
団
地
自
治
会
）

上
岩
出
地
区　
　
　

松
本　

謙
一

　
　
（
野
上
野
住
友
第
二
自
治
会
）

【
防
犯
自
治
会
】

会
長　
　
　
　
　
　

石
田　

徳
男　

　
　
　
　
　
　
（
若
葉
台
自
治
会
）

副
会
長　
　
　
　
　

藤
本　

達
夫　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
区
）

副
会
長　
　
　
　
　
　

内
田　

毅

　
　
　
　
　
（
吉
田
団
地
自
治
会
）

副
会
長　
　
　
　
　

松
本　

謙
一

　
　
（
野
上
野
住
友
第
二
自
治
会
）

理
事　
　
　
　
　
　

西
岡　

正
光　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
田
区
）

理
事　
　
　
　
　
　

上
中　

祥
弘

　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
自
治
会
）

理
事　
　
　
　
　
　

新
舎　

三
扶　

　
　
　
　
　
　
（
堀
口
供
給
公
社
）

理
事　
　
　
　
　
　
　

岡
野　

宰　

　
　
　
（
水
栖
住
友
団
地
自
治
会
）

監
事　
　
　
　
　
　

土
江　

祥
元　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
塚
区
）

監
事　
　
　
　
　
　

藤
原　

義
人　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
上
野
区
）

区
・
自
治
会
長
会

　

会
長
等
が
決
ま
る

6 位入賞！

タイム：1 時間 14 分 10 秒

ジュニア駅伝

　

2
月
27
日
（
木
）
岩
出
市
役
所
に

て
、
和
歌
山
県
石
油
商
業
組
合
那
賀

支
部
と
災
害
時
に
お
け
る
石
油
類
燃

料
の
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
い

た
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る

石
油
類
燃
料
の
供
給

に
関
す
る
協
定
結
ぶ

第
8
回
岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大
会

■区間賞に輝いた選手

　【第 9 区　第 2 位】　6 分 39 秒

　　向藪　栄基　（山崎北小 6 年）
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岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
県
内
で

は
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン
に
次
ぎ
参

加
者
が
多
く
、
北
海
道
や
岩
手
県
か

ら
の
参
加
者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
，
７
０
３
名
の
ラ
ン

ナ
ー
が
早
春
の
根
来
路
を
快
走
し
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
や
応
援
さ
れ
る
市

民
の
方
々
か
ら
の
温
か
い
お
も
て
な

し
が
ラ
ン
ナ
ー
を
盛
り
立
て
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
で
の
各
種
目
別
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
小
学
生
3
㎞

【
男
子　

小
学
１
・
２
年
生
の
部
】

1
位　

井
関　

翔
真
（
和
歌
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
分
47
秒

2
位　

吉
川　

陽
貴
（
岩
出
市
）

3
位　

中
原　

遥
斗
（
和
歌
山
市
）

【
男
子　

小
学
３
・
４
年
生
の
部
】

1
位　

井
関　

裕
真
（
和
歌
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
分
30
秒

2
位　

桜
本　

健
太
（
大
阪
府
）

3
位　

芝　
　

虹
成
（
岩
出
市
）

【
男
子　

小
学
５
・
６
年
生
の
部
】

1
位　

樋
瀬　

翔
希
（
紀
美
野
町
）

　

☆
大
会
新
記
録　
　

10
分
45
秒

2
位　

石
井　

裕
真
（
田
辺
市
）

3
位　

市
橋　

卓　

  （
岩
出
市
）

【
女
子　

小
学
１
・
２
年
生
の
部
】

1
位　

福
岡
愛
佳
莉
（
和
歌
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
分
7
秒

2
位　

船
渡　

真
羽
（
岩
出
市
）

3
位　

向
井　

友
希
（
大
阪
府
）

【
女
子　

小
学
３
・
４
年
生
の
部
】

1
位　

上
畑　

真
由
（
日
高
川
町
）

　

☆
大
会
新
記
録　
　

11
分
39
秒

2
位　

山
田　

祐
衣
（
岩
出
市
）

　

☆
大
会
新
記
録　
　

12
分
11
秒

3
位　

宮
田　

遥　

  （
和
歌
山
市
）

【
女
子　

小
学
５
・
６
年
生
の
部
】

1
位　

福
岡
真
悠
莉
（
和
歌
山
市
）

　

☆
大
会
新
記
録　
　

11
分
29
秒

2
位　

鹿
嶋　

仁
渚
（
和
歌
山
市
）

3
位　

池
本
さ
く
ら
子
（
岩
出
市
）

◎
一
般
5
㎞

【
男
子　

中
学
生
～
34
歳
の
部
】

1
位　

園
山　

拓
実
（
和
歌
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

16
分
14
秒

2
位　

樋
瀬　

大
輝
（
紀
美
野
町
）

3
位　

中　
　

優
介
（
大
阪
府
）

【
男
子　

35
歳
～
49
歳
の
部
】

1
位　

鹿
嶋　

孝
二
（
和
歌
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
分
42
秒

2
位　

中
田　

滋
夫
（
大
阪
府
）

3
位　

白
井　

信
吾
（
日
高
町
）

【
男
子　

50
歳
以
上
の
部
】

1
位　

出
口　

守
男
（
白
浜
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
分
20
秒

2
位　

菊
元　

宏
利
（
大
阪
府
）

3
位　

植
田　

和
宏
（
和
歌
山
市
）

【
女
子　

中
学
生
～
34
歳
の
部
】

1
位　

鹿
嶋　

栞
名
（
和
歌
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
分
39
秒

2
位　

浜
中
梨
央
那
（
御
坊
市
）

3
位　

西
畑　

千
晴
（
大
阪
府
）

【
女
子　

35
歳
～
49
歳
の
部
】

1
位　

田
中　

美
代
（
田
辺
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

21
分
51
秒

2
位　

折
田
さ
つ
き
（
和
歌
山
市
）

3
位　

高
津
真
生
子
（
岩
出
市
）

【
女
子　

50
歳
以
上
の
部
】

1
位　

村
上　

初
美
（
田
辺
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

21
分
33
秒

2
位　

東　

恵
美
子
（
大
阪
府
）

3
位　

森
下　

伸
子
（
大
阪
府
）

◎
一
般
15
㎞

【
男
子　

高
校
生
～
34
歳
の
部
】

1
位　

石
井　

和
樹
（
大
阪
府
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

52
分
8
秒

2
位　

才
力　

隆
男
（
海
南
市
）

3
位　

阿
部　

雅
行
（
北
海
道
）

【
男
子　

35
歳
～
49
歳
の
部
】

1
位　

三
村　

義
雄
（
兵
庫
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

54
分
10
秒

2
位　

田
中　

好
古
（
岩
出
市
）

3
位　

深
澤　

高
広
（
兵
庫
県
）

【
男
子　

50
歳
以
上
の
部
】

1
位　

南
藤　

宏
和
（
奈
良
県
）

　

☆
大
会
新
記
録　
　

54
分
44
秒

2
位　

木
下　

真
治
（
大
阪
府
）

3
位　

野
崎　

京
也
（
大
阪
府
）

【
女
子　

高
校
生
～
34
歳
の
部
】

1
位　

辻
井　

千
恵
（
兵
庫
県
）

　

☆
大
会
新
記
録　

1
時
間
52
秒

2
位　

田
中　

裕
理
（
和
歌
山
市
）

3
位　

南　
　

沙
知
（
和
歌
山
市
）

【
女
子　

35
歳
～
49
歳
の
部
】

1
位　

山
崎　

知
香
（
海
南
市
）

　
　
　
　
　
　

1
時
間
7
分
44
秒

2
位　

佐
藤
奈
緒
美
（
海
南
市
）

3
位　

木
岡
あ
ゆ
み
（
大
阪
府
）

【
女
子　

50
歳
以
上
の
部
】

1
位　

松
村　

茂
里
（
御
坊
市
）

　
　
　
　
　
　

1
時
間
10
分
51
秒

2
位　

中
川
恵
美
子
（
奈
良
県
）

3
位　

草
田
満
喜
子
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

第
8
回
岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大
会

早
春
の
根
来
寺
を
快
走
！
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からのお知らせ

NEWS IWADE

　

岩
出
市
で
は
、
下
水
道
整
備
を
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
県
と
紀
の
川
市
と
連
携
し
て
紀

の
川
中
流
流
域
下
水
道
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
平
成
13
年
度
よ
り
一

部
地
域
に
お
い
て
事
業
着
手
し
、
現

在
、
事
業
区
域
約
４
８
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
本
年
度
か
ら
は
第
４
期

事
業
区
域
と
し
て
約
２
０
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
追
加
し
、
合
計
約
６
９
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
事
業
区
域
と
し
て
下

水
道
整
備
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

○
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
工
務
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
３
４
０
・
３
４
１
）

下水道事業区域が拡大されます

N

総合保健福

岩出市役所

総合体育館

岩出警察署

　 下 水 道 事 業
区 域 は、 浄 化
槽 設 置 整 備 事
業 補 助 金 の 対
象 外 区 域 と な
ります

国道 24 号線

農免道路

粉河加太線

泉
佐
野
岩
出
線

　下水道

祉センター
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税    務    課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　税務課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　市民税係　　　内線141~144
　　　　　　　　固定資産税係　内線145~147
　　　　　　　　納税係　　　　内線151~153　

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
で
、
障
害
の
程
度
が
一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方

で
、
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
減
免
を
受

け
る
場
合
に
も
、
継
続
申
請
が
必
要
で

す
。

○
申
請
期
間　

５
月
９
日
（
金
）
～

　

６
月
２
日
（
月
）（
土
、
日
除
く
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

○
申
請
場
所　

税
務
課　

市
民
税
係

※
減
免
の
範
囲
や
必
要
書
類
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
、
市
民
税
係
（
内
線
１
４
１
～

１
４
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 軽

自
動
車
税

　

減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
が
所
有
す

る
土
地
・
家
屋
の
価
格
が
適
正
で
あ
る
か

判
断
で
き
る
よ
う
、
土
地
・
家
屋
の
価
格

等
を
記
載
し
た
﹁
縦
覧
帳
簿
﹂
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、﹁
縦
覧

帳
簿
﹂
を
複
写
し
て
交
付
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
期
間

　

4
月
1
日
（
火
）
～
6
月
2
日
（
月
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
平
日
の
午
前

8
時
45
分
～
午
後
5
時
30
分
）

■
縦
覧
場
所

　

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

■
縦
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
と
そ
の
同

一
世
帯
の
方

・
本
人
か
ら
の
委
任
を
受
け
た
方　
　

（
※
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委

任
状
（
同
意
書
）
が
必
要
で
す
。）

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
）　
　

・
印
鑑

■
手
数
料　

無
料

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

　
　
　
　

閲
覧
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
等
は
、
土

地
・
家
屋
の
価
格
や
税
額
な
ど
が
記
載
さ

れ
た
課
税
台
帳
を
1
年
間
を
通
じ
て
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
と
そ
の
同

一
世
帯
の
方

・
本
人
か
ら
の
委
任
を
受
け
た
方

・
借
地
人
・
借
家
人
（
対
価
が
支
払
わ
れ

て
い
る
者
に
限
る
）

■
閲
覧
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
）　
　

・
印
鑑

※
代
理
人
の
場
合
は
本
人
か
ら
の
委
任

状
、
借
地
人
・
借
家
人
の
場
合
は
契
約
書

等
の
権
利
の
資
格
を
確
認
で
き
る
書
類
が

必
要
で
す
。

■
手
数
料　

２
０
０
円

　
（
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
に
限
り
無
料
）

　

平
成
26
年
度
か
ら

　

全
期
前
納
報
奨
金
制
度
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　

本
制
度
の
廃
止
に
よ
り
生
じ
る
財
源
に

つ
い
て
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
早
期
納
税
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
は
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
制

度
廃
止
へ
の
ご
理
解
と
引
き
続
き
の
納
期

内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成 26 年度 報奨金交付率 0.5 ／ 100
（第 2 期の納税額の 7.5％）

平成 27 年度から 廃　止

軽
自
動
車
税

　
　

納
期
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
度
か
ら
納
期
限
を
5
月
31
日

に
変
更
し
ま
す
。

　

納
期
限
変
更
に
伴
い
、
納
税
通
知
書
は

5
月
上
旬
頃
の
発
送
予
定
で
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
5
月
31
日
が
土
曜
日

の
た
め
、
6
月
2
日
が
納
期
限
及
び
口
座

振
替
日
と
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
・

　

都
市
計
画
税
に
つ
い
て

平成 25 年度まで 報奨金交付率 1.0 ／ 100
（第 2 期の納税額の 15％）
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生活環境課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　生活環境課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　　　　　　　内線185・186
　　　　　　　　クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL.62-0814

ごみの分別と資源化にご協力ください！

　岩出市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化を図るため、「ごみ有料化」を実施しています。

福  祉  加  算  配  布 ▼福祉加算配布の無料配布枚数（該当者１人当たりの 4 月申請分の配布枚数）

対　象　者 申請に必要な書類 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

身体障害者手帳（１級または２
級）の交付を受けている方で、
おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）
・追加で配布を必要とする方の印鑑
・身体障害者手帳

15 枚 10 枚 8 枚

要介護４または５の認定を受け
ている方で、おむつを使用して
いる方

・おむつの領収書（レシート可）
・追加で配布を必要とする方の印鑑
・要介護認定通知書、又は介護保険証

15 枚 10 枚 8 枚

常時おむつを使用している方
　

・おむつの領収書（レシート可）
・追加で配布を必要とする方の印鑑

15 枚 10 枚 8 枚

　右の該当者には各世帯

の人数に応じた無料配布

枚数に加えて生活環境課

窓口にて本人または家族

等により申請をいただい

た上でごみ袋を配布して

います。 ただし、申請は

年 1 回のみで、申請時に

袋の大きさを選んでいた

だきます。

【ごみ有料化の仕組み】
　毎年１回岩出市より各世帯の人数に応じたごみ袋の無料配布があ

り、それを使い切っていただいた後は、個々に購入していただきます。

平成 26 年度分の無料配布引換券は、5 月末頃に発送する予定です。
（※ただし、人数算定等は、平成 26 年 4 月 1 日時点を基準とします。）

　平成 25 年 6 月以降すでに申請された方は、対象外となりますのでご注意ください。

※平成 26 年 7 月から平成 27 年 6 月までの 1 年間の無料交付分の申請は、平成 26 年 6 月から開始します。

可燃ごみ袋の販売価格

20ℓ袋　200 円　（10 枚入り）

30ℓ袋　300 円　（10 枚入り）

45ℓ袋　450 円　（10 枚入り）

【ごみの搬入時間は】
・月～金　午前８時 30 分～正午
・土曜日　午前８時 30 分～午後３時
 　　　      （事業系ごみを除く）
○問い合わせ先
・生活環境課　℡ 62 ‐ 2141

　　　　　　　　　　（内線 185・186）

・岩出クリーンセンター　℡ 62 ‐ 0814

4月
の不燃物

と
資源ごみの
回収予定日

回収区域
不燃物

（カン・ビン類）
資源ごみ

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
    2日・16日

（第１・３水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
    9日・23日

（第２・４水曜日）
毎週木曜日

クリーンセンターからのお知らせ

大
切
な
家
族
を
守
り
ま
し
ょ
う

○ご注意
　資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」「衣類」の中に粗大ごみが混ざっており、「その他のプラスチック」に

はポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等のプラスチック製品は含まれません。

　また、「衣類」には毛布、布団、枕、カーテン等の布類は含まれません。

　これらの資源ごみに含まれないものは可燃性粗大ごみとなりますので、クリーンセンターへ直接持込いただくか、年２

回の粗大ごみの回収時期に可燃性粗大ごみとして出してください。
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4 月 7 日（月）
山崎地区公民館   9：30 ～ 10：40
鴨沼団地集会所 11：00 ～ 12：00

紀泉台地区公民館 13：30 ～ 15：00

4 月 8 日（火）
根来地区公民館   9：30 ～ 10：40

東児童公園（西国分） 11：00 ～ 12：00
上岩出地区公民館 13：30 ～ 15：00

4 月 9 日（水）
岩出市民総合体育館   9：30 ～ 10：40

船山地区公民館 11：00 ～ 12：00
岩出地区公民館 13：30 ～ 15：00

　

世
界
中
で
発
生
し
て
い
る
狂
犬
病

の
国
内
で
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
1

回
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
狂

犬
病
予
防
注
射
の
集
合
注
射
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。(

次
の
日
程
で

都
合
の
悪
い
場
合
は
、
付
近
の
動
物

病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。)

　

ま
た
、
生
後
91
日
以
降
の
す
べ
て

の
犬
は
、
必
ず
畜
犬
登
録
が
必
要
で

す
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

集合注射日程 よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

飼
い
主
の
方
に

お
願
い
だ
ワ
ン
！

狂犬病予防注射手数料 2,640 円

注射済票発行手数料 550 円

犬の新規登録手数料 3,000 円

合計（犬 1 頭につき） 6,190 円

畜犬登録・狂犬病予防注射手数料 大
切
な
家
族
を
守
り
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
予
防
注
射
を
！

※ただし、狂犬病予防注射のみの場合　3,190 円

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
貰
う

レ
ジ
袋
は
、
年
間
で
約
３
０
０
億

枚
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
人

口
で
割
る
と
、
国
民
ひ
と
り
当
た

り
年
間
約
３
０
０
枚
レ
ジ
袋
を
消

費
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

レ
ジ
袋
は
主
に
石
油
か
ら
作
ら
れ

て
お
り
、
１
枚
当
た
り
約
20　

の

石
油
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
年

間
約
60
万
kl
（
２
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
30
億
本
分
）
も
の
石
油
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
石
油
は
限
ら
れ
た

資
源
で
す
の
で
、
枯
渇
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持

参
し
て
買
い
物
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
お
店
の
中
に
は
マ
イ

バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る
所
も
あ
る
の
で
、

こ
の
機
会
に
エ
コ
な
買
い
物
上
手

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

石油 20ml

レジ袋 1 枚

資
源
を
大
切
に
！

マ
イ
バ
ッ
ク
で
買
い
物

地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
71
回

◎
犬
は
、
綱
や
鎖
で
つ
な
い
で
飼
い

　

ま
し
ょ
う
。

　

散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必
ず
引

き
綱
や
鎖
な
ど
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

◎
鑑
札
、
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の
首

　

輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

・
万
が
一
の
行
方
不
明
時
に
、﹁
鑑

　

札
・
注
射
済
票
﹂
は
迷
い
犬
札
に

　

な
り
ま
す
。

◎
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
！

・ 

排
便
（
尿
）
は
専
用
ト
イ
レ
等
、

　

決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
（
自
宅
で
済
ま
せ
て
か
ら
散　

歩

　

を
し
ま
し
ょ
う
）

・  

散
歩
中
に
﹁
ふ
ん
﹂
を
し
た
時
は
、

　

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
鳴
き
声
、
悪
臭
を
出
さ
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
！

・ 

犬
の
つ
な
ぐ
場
所
を
考
え
、
迷
惑

　

を
か
け
な
い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ

　

う
。

・ 

飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に
し
ま  

　

し
ょ
う
。

・  

最
近
、
飼
い
主
の
わ
か
ら
な
い
猫

　

に
庭
や
家
屋
を
排
泄
物
で
汚
さ
れ

　

た
、
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
等
の
苦

　

情
が
増
え
て
い
ま
す
。
責
任
を
も

　

っ
て
、
他
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な

　

い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
・
猫
の
飼
育
は
飼
い
主
の
責
任
と
愛
情
で
！

ご 主 人 様 に お
願いだニャ♪

ml
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岩 出 市 粗大ごみ 収 集
　平成 26 年度第 1 回粗大ごみ収集を 5 月中旬から 6 月上旬に実施します。
　収集を希望される方は、左面の粗大ごみ収集依頼申出書に記入のうえ、4 月 13 日（日）までに、区・自治
会等代表者に提出してください。（個人宅収集は行いません。）
　後日、代表者を通じて収集日のお知らせおよび貼付シールを配布します。
　なお、区・自治会等で指定された集積所に集められた粗大ごみを市が収集しますので、下記の事項に注意し
て出してください。（申出書は、市役所生活環境課にも置いています。また、市ウェブサイトからもダウンロー
ドできます。市ウェブサイトの「暮らし・手続き」をご覧ください。）

１．シールに排出者の氏名を記入し、粗大ごみに必ず貼付して出してください。シールの貼付のないものは収
　　集しません。なお、前回までに配布したシールは使用できませんので、ご注意ください。
２．集積所付近への駐車や、収集の妨げとなるような物等は絶対に置かないようにしてください。
　　また、歩行者、自動車等交通の妨げや、危険（ごみの飛散および倒壊）のないように注意して出してください。
３．大型ごみは、できるだけ小さくしてください。また、カーペット類、布団類等は紐などで束ね、小物類は、
　　透明のビニール袋にまとめて出してください。
４．ごみは収集日当日、午前８時までに指定された場所に出してください。
５．必ず、燃えるごみと燃えないごみに区分けして出してください。
６．事業系粗大ごみは収集しません。

○  家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）対象品
   〔テレビ（ブラウン管式・液晶・プラズマ）、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、エアコン、衣類乾燥機〕
○  単車、自動車等の部品（タイヤ、バッテリー、バンパー等）
○  農機具、農業に使用するもの（畦

あ ぜ

シート、ビニールハウスの部材、消毒用器材等）
○  爆発性のあるもの（ガスボンベ、消火器等）
○  引火性、有毒性のあるもの（薬品、灯油、ペンキ、油類等）
○  コンクリート製品類（コンクリート付物干し台、ブロック、レンガ、瓦、がれき等）
○  パソコン、建築廃材等の産業廃棄物、太陽熱温水器、電気温水器、ドラム缶、ピアノ、灰、燃え殻、土砂、
　  剪定等で生じた雑草・雑木類等

　年２回「一般家庭から出る適正処理困難廃棄物」として、有料で直接専門業者が回収する機会を設けます。
　詳しくは、広報 6 月号で回収日時等をお知らせします。
　ただし、家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）対象品、および薬品、油類等、産業廃棄物につ
　いては、　引き取ることができません。

＊お願い

（詳しくは、ごみ分別冊子「ごみの分け方・出し方」を参照ください。）

＊家庭から出る粗大ごみで収集できない主なもの

粗大ごみで収集できないものについて

記
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代表者控
平成　　年　　月　　日

下記のとおり収集願います。

１. 収 集 品 目

◎この用紙を 4 月 13 日（日）までに、区・自治会等代表者に提出してください。

（品目を記入すること）

   注）家電リサイクル法の対象品目〔テレビ（ブラウン管式・液晶・プラズマ）、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、
　　   エアコン、衣類乾燥機〕、及びパソコンは、粗大ごみとして収集することはできません。

合　計（　　　　　 　　）個

区・自治会等代表者　様

区・自治会等　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　班）

住　所　岩出市

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（℡　　　－　　　　　　　　）

粗大ごみ収集依頼申出書

・

（２）家具類

（３）自転車

（４）ふとん・カーペット類

（５）その他

　　　　　　　　　　個（１）家電製品

内訳（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

記

  ○集積場所　　区・自治会等が指定した場所

・

・

・

　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　台

　　　　　　　　　　枚

　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　個
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保険年金課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　保険年金課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　国保・年金係　内線191・193
　　　　　　　　保健医療係　  内線167・183

こ 

ん 

な 

と 

き 

は	

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
毎
年
度
申
請
が

必
要
で
す
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
提
出
す
る
か
、

市
役
所
窓
口
で
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く
！

集
団
健
診
の
お
申
込
み
は

4
月
16
日
ま
で
で
す

　

平
成
26
年
度
の
岩
出
市
国
民
健
康
保
険

が
実
施
す
る
特
定
健
診 (

無
料) 

に
つ
い
て

は
、
３
月
下
旬
に
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

対
象
者
の
方
に
受
診
券
（
黄
色
）
を
同
封

の
上
、
ご
案
内
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

　

集
団
健
診
（
特
定
健
診
を
あ
い
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
受
診
）
を
希
望
さ
れ
る
方
の
、

申
込
締
切
日
は
４
月
16
日
（
水
）
で
す
。

　

申
込
書
は
、
案
内
書
に
同
封
の
封
筒
に

入
れ
て
、
締
切
日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

★
受
診
に
関
し
て
の
ご
注
意

　

健
診
は
集
団
健
診
か
個
別
健
診
の
ど
ち

ら
か
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
健
診

　
　

国
保
・
年
金
係　
　
（
内
線
１
８
８
）

　

各
種
が
ん
検
診　

　
　

保
健
推
進
課　
　

℡
61
‐
２
４
０
０

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
及
び
世
帯
主
の

方
は
、
前
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
申
告
が

必
要
で
す
。

　

収
入
が
な
い
場
合
や
、
遺
族
年
金
、
障

害
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
申

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平

成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
等
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

保
険
料
は
、
等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ

く
均
等
割
額
と
、
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る

告
を
お
願
い
し
ま
す
。
所
得
の
申
告
が
な

い
と
、
病
気
な
ど
で
医
療
費
の
自
己
負
担

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
、
高
額
療
養
費

自
己
負
担
上
限
額
の
区
分
判
定
が
正
し
く

適
用
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
保
険
税
（
料
）

の
軽
減
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
が
扶
養

家
族
と
し
て
所
得
申
告
さ
れ
て
い
る
方
で

も
、
個
人
の
特
定
が
で
き
な
い
た
め
、
軽

減
や
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
上
限
額
の

区
分
判
定
に
反
映
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

お
済
み
で
な
い
方
は
至
急
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
岩
出
市
へ
転

入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
に

住
所
登
録
の
あ
っ
た
市
町
村
の
住
民
税
担

当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
健
康
保
険　

国
保
・
年
金
係　

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
７
６
・
１
８
８
）

　

後
期
高
齢
者
医
療　

保
健
医
療
係　
　

     

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
内
線　

１
８
３
）

平
成
25
年
中
の
所
得
申
告

は
お
済
み
で
す
か
？

保
険
料
率
等
が
改
定
さ

れ
ま
す

 

賦
課
限
度
額

  （
上
限
保
険
料
額
）

 

所
得
割
率

 

均
等
割
額

５
７
万
円

８
．
５
５
％

４
４
，
７
３
０
円

○
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
医
療
係
（
内
線
１
８
３
）

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
方

に
は
、
５
月
下
旬
に
受
診
券
を
直
接
お
送

り
し
ま
す
。
昨
年
ま
で
の
よ
う
に
、
往
復

健
康
診
査
の
ご
案
内

所
得
割
額
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
の
少
な
い
方
な
ど
に
は
今
ま
で
ど

お
り
軽
減
制
度
が
あ
り
、
さ
ら
に
均
等
割

額
の
５
割
・
２
割
軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
保
険
料
額
の
通
知
は
、
７

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

・
保
険
料
率
等
（
年
額
）

国
民
年
金
保
険
料
の

　
『
学
生
納
付
特
例
』
制
度

は
が
き
で
受
診
券
発
行
の
申
込
み
を
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

国
民
年
金
保
険
料
の

　

免
除
申
請
期
間
が
拡
大

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
の
免
除
申
請
が

で
き
る
期
間
は
、
申
請
の
直
前
の
７
月
ま

で
の
１
年
以
内
で
し
た
が
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前

の
月
分
ま
で
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基

づ
き
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
所
得

に
よ
っ
て
は
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
・
印
鑑

・
退
職
（
失
業
）
し
て
い
る
場
合
は
、
雇

　

用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
、
離
職

　

票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し

・
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
場
合
本
人
（
被

　

保
険
者
）・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
証

　

明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

（
※
申
請
期
間
の
状
況
に
よ
り
、
必
要
書
類

は
変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

国
保
・
年
金
係　
　
　
（
内
線
１
９
２
）

後期高齢	

後期高齢	
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見
直
し
の
目
的

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担

は
、
法
律
上
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割
負

担
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
こ
の
特
例
措

置
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平

成
26
年
４
月
２
日
以
降
70
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方
か
ら
段
階
的
に
2
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

見
直
し
内
容

○
平
成
26
年
４
月
２
日
以
降
に
70
歳

に
な
る
方
（
昭
和
19
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
）

・
70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
た
だ
し
、

　

各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
そ
の

　

月
）
の
診
療
か
ら
、
窓
口
負
担
が

　

２
割
に
な
り
ま
す
。

○
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に
70
歳

に
な
っ
た
方
（
昭
和
19
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

・
平
成
26
年
４
月
以
降
も
医
療
費
の

　

窓
口
負
担
は
１
割
で
す
。

※
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
る
高

齢
受
給
者
証
を
随
時
郵
送
し
ま
す
。

　
○
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
・
年
金
係

　
　
　
　
（
内
線
１
９
１
・
１
７
６
）

こ 
ん 

な 

と 

き 

は 
つ
ぎ
の
条
件
に
該
当
し
た
と
き
か
ら
14
日
以
内
に
国
保
の
窓
口
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
！

こ　ん　な　と　き 必　要　な　も　の
他の市町村から転入してきたとき（注） 印鑑  ( ※預金通帳・通帳届出印）
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書　
職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき （資格喪失日の分かる書面） ( ※預金通帳・通帳届出印）
子どもが生まれたとき（注） 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書　 ( ※預金通帳・通帳届出印）

こ　ん　な　と　き 必　要　な　も　の
他の市町村に転出するとき（注） 印鑑、保険証
職場の健康保険にはいったとき 印鑑、国保と職場の両方の保険証職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被保険者が死亡したとき（注） 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

こ　ん　な　と　き 必　要　な　も　の
市内で住所が変わったとき（注）

印鑑、保険証　 ( ※預金通帳・通帳届出印）世帯主や氏名が変わったとき（注）
世帯が分かれたり、いっしょになったとき（注）
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書　 ( ※預金通帳・通帳届出印）
修学や就労のため、別に住所を定めるとき（注） 印鑑、保険証、在学証明書や社員証
倒産・解雇等、雇い主の都合で離職になったとき 印鑑、雇用保険受給資格者証（下記の★をご覧ください。）

保険証を失くしたり、汚れて使えなくなったとき 印鑑、本人を証明する顔写真付きの証明書
使えなくなった保険証（汚れて使えなくなったとき）

▼国保にはいるとき

▼国保をやめるとき

▼その他の届出

（注）    先に市民課窓口で必要な手続きを済ませてください。  

※　国民健康保険税の口座振替に必要です。毎回銀行等へ出向く必要がない口座振替をご利用ください。
　　郵便局での口座振替を希望される方は、直接郵便局窓口で手続きをしてください。
　　すでに口座振替をされている方は不要です。 　

　★国民健康保険税軽減制度について 

　　平成 21 年 3 月 31 日以降に離職された方のうち、雇用保険受給資格者証の離職理由欄コードが（11・
　　12・　21・22・31・32・23・33・34）の方は国民健康保険税が軽減される場合があります。
　　※軽減を受けるためには届け出が必要です。雇用保険受給資格者証の原本と印鑑をお持ちください。

70
～
74
歳
の
被
保
険
者
に
係
る

　
　
　
　
　

窓
口
負
担
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

例
え
ば
、
平
成
26
年
４
月
２
日　

～
５
月
１
日
に
70
歳
の
誕
生
日
を　

迎
え
る
方
は
、
５
月
の
診
療
か
ら　

２
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

10 日（木）・24 日（木）

（後期高齢者医療保険料の相談もできます）

午後 8 時まで

4月

窓口

夜間納税相談
◀
高
齢
受
給
者
証見  本
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【問い合わせ先】　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　　保健推進課　　TEL.61-2400
　　　　　　　　電話のかけ間違いにご注意
　　　　　　　　ください　

保健推進課 からのお知らせからのお知らせからのお知らせ

﹁
あ
い
あ
い
カ
ー
ド
﹂
を  

介
護
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

４月休日歯科急患当番表
那賀歯科医師会

※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話が通じ
ないときは消防署（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

日 曜 歯  科  医  院  名 住     所（診療所） TEL

6 日 ふじはら矯正歯科・小児歯科医院 岩出市中黒 534-8 60-4812

13 日 森　歯科医院 紀の川市粉河 11-1 73-2220

20 日 滝川歯科 岩出市森 273 63-0655

27 日 宮本歯科医院 岩出市川尻 229-3 63-3993

29 火 M＆A Oka Dental Clinic 岩出市野上野 242-11 63-6480

○接種費用助成期間　
　平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日の接種分
○接種対象者
　岩出市に住所を有する方で、次のいずれかの方
・19 歳以上 50 歳未満の妊娠を希望する女性
　※妊娠中は接種できません。
　　接種後２か月間は避妊が必要です。
・妊婦の夫
○接種費用
　協力医療機関で接種する場合、無料（１人１回限り）
　※協力医療機関については、保健推進課へお問い合わ 
　せください。協力医療機関以外で接種する場合、接種
　費用によっては自己負担が発生することもあります。

あなたの赤ちゃんを風しんから守りましょう

○助成方法
協力医療機関で接種の場合
　予診票（接種券）が必要です。接種前に、保健推進課
へお申込ください。
　「妊婦の夫」が接種される場合は、確認書類として母
子健康手帳が必要です。
協力医療機関以外で接種の場合
　先に、全額自己負担してください。接種後に次の書類
を持参のうえ、申請してください。
　・領収書原本（接種者名、接種年月日、ワクチン名の
　　記載があるもの）
　・接種者名義の通帳　　・認印
　・（妊婦の夫のみ）母子健康手帳

休日や夜間に利用できる病院のご案内

○和歌山市夜間・休日応急診療センター　℡ 073-425-8181
　住所：和歌山市吹上５丁目 2-15（和歌山市中保健所内）
　夜間や休日に、内科・小児科・耳鼻咽喉科の診察が受け
　られます。事前に電話でご確認ください。

○和歌山県救急医療情報センター　　　　℡ 073-426-1199
　365 日 24 時間対応。近くの医療機関の案内があります。

http://www.wakayama.qq-net.jp/

※診察を受ける場合は事前に電話でご確認ください

休
日

診療科目 診療時間 診療日

内科・外科・小児科 午前 9 時～正午
午後１時～午後 4 時 30 分 日・祝

○那賀休日急患診療所　　　　　　　　℡ 77-6410
　住所：紀の川市東大井 350乳幼児健康診査（受付：午後１時～１時 15 分）

　4 か月児（平成 25 年 12 月生まれ）
　　21 日（月）・22 日（火）
　７か月児（平成 25 年 9 月生まれ）
　　15 日（火）・16 日（水）
　１歳８か月児（平成 24 年 8 月生まれ）
　　8 日（火）・9 日（水）
　3 歳 6 か月児（平成 22 年 9 月生まれ）
　　11 日（金）・18 日（金）
　　※３歳６か月児健診受付は午後１時 30 分まで

乳幼児健康相談（受付：午前 9 時～ 9 時 30 分）
　10 か月児（平成 25 年 5 月生まれ）
　　8 日（火）・９日（水）
　2 歳 6 か月児（平成 23 年 9 月生まれ）
　　11 日（金）・18 日（金）
パパママ教室（妊婦教室）（予約制）
　　23 日（水）受付：午前 9 時 45 分～ 10 時
　　内容：歯の健康について、妊婦体操・産後うつ
栄養教室・離乳食（予約制）
　　14 日（月）受付：午前 9 時 45 分～ 10 時
一般健康相談（受付：午前 9 時 30 分～ 11 時）
　毎週月曜日
　健康や育児等について相談を受け付けています。

場所　総合保健福祉センター

保  健  事  業　4 月

　　20 歳代から 40 歳代を中心に県内で風しんが流行しています。
　妊婦が風しんに感染すると、胎児が白内障、先天性心疾患、難聴等を主な症状とする、
　「先天性風しん症候群」にかかるおそれがあります。
　　妊婦とその子どもを風しんから守るため、緊急対策として予防接種費用を助成します。

献    血
● 4 月 12 日（土）：（株）オークワ
　ミレニアシティ岩出店
　（10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30）

● 4 月 17 日（木）：極東化成工業（株）
　和歌山工場（10:00 ～ 11:30）

● 4 月 17 日（木）：那賀総合庁舎
　（13:00 ～ 16:30）
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からのお知らせ長寿介護課 からのお知らせ

【問い合わせ先】　長寿介護課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　介護保険係　内線198
　　　　　　　　長寿社会係　内線327・189　

﹁
あ
い
あ
い
カ
ー
ド
﹂
を  

特
別
徴
収
と
は
？

　

介
護
保
険
料
が
年
金
受
給
額
か
ら
あ
ら

か
じ
め
差
し
引
か
れ
る
納
め
方
を
い
い
ま

す
。
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
る
仕
組

み
で
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
は
保

険
料
は
ど
う
や
っ
て
納
め
る
の
？

　

保
険
料
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納

め
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
の
納
付
書
は
保
険
料
が
決
定
す

る
６
月
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

　

納
付
に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振

替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
特
別
徴
収
に
よ
り

納
付
さ
れ
て
い
る
方
の
保
険
料
の
決
ま
り

方【
仮
徴
収
】

　

４
・
６
・
８
月
の
保
険
料
額
は
、
前
年
度

２
月
分
の
保
険
料
額
を
そ
の
ま
ま
仮
に
決

め
た
保
険
料
額
と
し
て
、
年
金
受
給
額
か

ら
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
き
ま
す
。

﹁
仮
徴
収
の
通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
１

年
間
の
介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
は
、
６

月
に
送
付
し
ま
す
。﹂

【
本
徴
収
】

　

１
年
間
の
介
護
保
険
料
は
、
６
月
に
決

定
し
、
仮
徴
収
し
た
金
額
を
除
い
た
金
額

を
10
・
12
・
２
月
の
３
回
に
分
け
て
年
金

受
給
額
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
係　
（
内
線
１
９
６
）

平成 25 年度
保険料

平成 26 年度
保険料

平成 26 年 平成 27 年
２月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

8,000 円

8,000 円 8,000 円 8,000 円 13,000 円 13,000 円 13,000 円

平成 26 年２月と同額 （年額保険料－仮徴収額）÷３回
＝本徴収での各月の保険料額

仮徴収期間 本徴収期間

○特別徴収額の算出例　平成 26 年度介護保険料が 63,000 円の場合

※仮徴収額と本徴収額の１回の納付額の間に大きな差が生じる場合は、6・8 月の
納付額を減額または増額することにより特別徴収額の平準化を行います。

～
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
方
へ
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
～

 　
﹃
那
賀
圏
域
医
療
と
介
護
の
連

携
推
進
協
議
会
﹄（
協
議
会
は
、

医
師
会
、
介
護
保
険
施
設
、
行
政

等
で
構
成
。）
で
は
、﹁
メ
ッ
セ
ー

ジ
ノ
ー
ト
﹂
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
ご
自
身
の
人

生
を
振
り
返
り
、
何
を
大
切
に
し

て
ど
の
よ
う
に
生
き
た
い
か
、
ど

の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
た
い
か
、

あ
な
た
の
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち

と
も
話
し
合
い
、
ご
自
身
の
人
生

を
考
え
る
た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。　

　

配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
長

寿
介
護
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 （
内
線
１
９
５
・
３
５
３
）

介
護
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
ノ
ー
ト

を
無
料
配
布
し
て
い

ま
す

◀
メ
ッ
セ
ー
ジ
ノ
ー
ト

　

市
で
は
、
岩
出
市
内
を
運
行
す
る
﹁
岩

出
市
巡
回
バ
ス
﹂
を
無
料
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
﹁
あ
い
あ
い
カ
ー
ド
﹂
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

○
対
象
者

・
満
65
歳
以
上
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
～
３
級
）
を
お

　

持
ち
の
方

・
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
・
２
級
）

　

を
お
持
ち
の
方

・
生
活
保
護
受
給
者

（
い
ず
れ
も
岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方
に

限
り
ま
す
。）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
・

　

健
康
保
険
証
・
各
障
害
者
手
帳
等
）

・
印
鑑

※
満
65
歳
以
上
の
方
で
、
平
成
26
年
３
月

以
降
に
発
行
し
た
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、
更
新
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
既
に
お
持
ち
の
カ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
有
効
期
限
ま
で
引
き
続
き
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課
（
内
線
１
８
９
・
３
２
７
）

　

福
祉
課　
　

  （
内
線
３
２
３
・
３
２
６
）

   

お
持
ち
で
す
か
？
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コーナー
【問い合わせ先】　生涯学習課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　青少年女性係　内線282・287 青少年健全育成

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
・

家
庭
教
育
・
人
権
啓
発
な
ど
に
関
わ
る
啓
発

用
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
の
鑑
賞
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
の

授
業
、
子
ど
も
会
や
自
治
会
な
ど
様
々
な
研

修
会
に
活
用
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

☆
例

・﹁
ネ
ッ
ト
と
上
手
に
つ
き
合
お
う
﹂

・﹁
い
じ
め
な
ん
か
、
い
ら
な
い
﹂

★
岩
出
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
︵
父

母
子
ど
も
会
︶
と
は

　

岩
出
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
は
、

地
域
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
会
の
運
営

に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
相
互

の
連
絡
提
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
本

部
役
員
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
部
役
員
一
同
の
モ
ッ
ト
ー
は
、﹁
共

に
学
ぼ
う
、
子
ど
も
を
育
て
て
大
人
も

成
長
し
よ
う
﹂
で
す
。

　

現
在
、
岩
出
市
に
は
市
内
各
地
区
に

あ
る
11
の
子
ど
も
会
が
加
入
し
て
い
ま

す
。

　

普
段
は
、
別
々
に
活
動
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
全
体
の
事
業
と
し
て
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど

を
合
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
岩
出
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
会
が
参

加
し
、﹁
根
来
ス
ト
ー
ム
﹂
が
優
勝
、
県

大
会
に
岩
出
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

　

地
域
に
子
ど
も
会
は
あ
る
が
加
入
さ

れ
て
い
な
い
場
合
や
、
子
ど
も
会
を
結

成
し
た
い
と
い
う
場
合
は
、
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
募
集

　

協
議
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
イ
ベ

ン
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の

中
で
指
導
し
て
く
れ
る
な
ど
活
躍
し
て

く
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
に
在
住
の
中
学
一
年
生
か
ら

高
校
三
年
生
ま
で
の
方
で
興
味
が
あ
る

方
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
）（
内
線
２
８
７
）

◀
合
同
キ
ャ
ン
プ
の
様
子

・﹁
楽
し
い
生
涯
学
習　

親
子
で
学
ぼ
う
﹂

・﹁
湯
の
里
ひ
じ
お
り
‐
学
校
の
あ
る
最
後

の
１
年
﹂

　

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

貸
し
出
し
の
際
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
す
る
だ
け
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
興
味
が
あ
る
方
は
生
涯
学
習
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

青
少
年
女
性
係
（
内
線
２
８
２
・
２
８
７
）

　現在、青少年が使用するスマートフォンは、「通話機能を備えた
パソコン」として、多様なアプリケーションをインストールできます。
　また、携帯型音楽プレーヤーや携帯型ゲーム機の一部には通信
機能を備えたものが登場し、無線ＬＡＮ環境下ではパソコンやス
マートフォンと同様の機能を有しています。
　つぎのソフトウェアは、今、世の中で起きている「スマートフォ
ンの利用にともなう被害」をご自身のスマートフォンで疑似体験
することができ、被害の仕組みや、どのような結果になってしまう
のかを理解できる有益なものとして和歌山県青少年健全育成条例
に基づき推奨されましたのでお知らせします。
　　　○ソフト名　『スマホに潜む危険　疑似体験アプリ』
　　　○製作元　デジタルアーツ株式会社
　　　○対応機種　iOs対応端末：iOs5.0以降
　　　　　　　　　Andoroid対応端末：Andoroid2.2以降
　　　○料　　金　無料
　　　○ダウンロード方法　iPhone等→App Storeから
　　　　　　　　　　　　　Andoroid端末→Google Playから

スマホ被害を疑似体験
優良ソフトウェアを紹介します

子
ど
も
を
育
て
て
大
人
も
成
長
し
よ
う
！

啓
発
用
ビ
デ
オ
等
を
貸
し
出
し
ま
す

岩
出
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
︵
父
母
子
ど
も
会
︶
の
紹
介
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暮らしの

情  報
岩出市役所…………………62-2141（代）

（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……61-2400
地域子育て支援センターいわで…62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先

　

親
子
で
絵
本
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
日
程　

　

4
月
11
日
・
6
月
13
日

　

8
月
8
日
・
10
月
10
日

　

12
月
12
日
・
2
月
9
日

○
場
所　

岩
出
図
書
館
（
会
議
室
）

☆
す
く
す
く
広
場　

　
（
２
歳
～
就
学
前
の
幼
児
）　

◆
時
間　

午
前
10
時
20
分
～　

☆
親
子
で
遊
ぼ
う
ぴ
よ
ぴ
よ　

　
（
０
歳
～
１
歳
）　
　
　
　
　
　

◆
時
間　

午
前
11
時
～　
　
　
　
　

○
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

※
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

     

子 

育 

て

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。

○
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30 

み
ん
な　

あ
つ
ま
れ

            　

い
わ
で
っ
子
！  

 
分

○
受
付
期
間

　

4
月
23
日
（
水
）
か
ら
4
月
30
日

（
水
）
ま
で
電
話
で
お
申
込
み
下
さ

い
。
受
付
時
間
は
９
時
か
ら
で
す
。

　

定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

実施日 対         象 あそび 場所 定員

5 月 12 日（月）

5 月 26 日（月）

２歳児

（平成 23 年 4 月 2 日生～

平成 24 年 4 月 1 日生）

どろんこ遊び

（雨天　新聞紙遊び）

岩出市総合保健福祉センター

小ホール
各 15 組

5 月 13 日（火）

5 月 27 日（火）

１歳児

（平成 24 年 4 月 2 日生～

平成 25 年 4 月 1 日生）

　　どろんこ遊び

（雨天　新聞紙遊び）

岩出市総合保健福祉センター

小ホール
各 10 組

5 月　2 日（金）

5 月 16 日（金）

0 歳児

（平成 25 年 4 月 2 日

以降に生まれる）

新聞ビリビリ遊び
岩出市総合保健福祉センター

和室
各 10 組

『
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会 

  

の
お
知
ら
せ
』

納期の到来していない場合
であっても、事前に納付す
ることができます。

平成 26 年度　市税等の納期一覧
平成 26 年 平成 27 年

6/2 6/30 7/31 9/1 9/30 10/31 12/1 12/25 2/2 3/2 3/31

税　

目　

等

軽 自 動 車 税 全期
市 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10 期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10 期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

　
　
　

広
告

耐 震 診 断 を 受 け ま せ ん か？無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅限定
  （プレハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ床面積
  ２００㎡以下

問い合わせ先　都市計画課開発指導係　℡ 62-2141（内線 222・225）
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生
涯
学
習

ふ 

れ 

あ 

い 

学 

級

　
﹁
開
講
式
＆
軽
ス
ポ
ー
ツ
～
毎
日

を
快
適
に
過
ご
す
た
め
の
運
動
～
﹂

○
講
師　

健
康
運
動
指
導
士　

　

小お
が
わ川　

陽よ
う
じ
ろ
う

二
郎　

氏　

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
～

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

4
月
11
日
（
金
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
付　

4
月
17
日
（
木
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

4
月
18
日
（
金
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

4
月
24
日
（
木
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

4
月
25
日
（
金
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の

方○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）      

相　

談

消 

費 

生 

活 

相 

談

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸

金
業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

【
岩
出
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

○
時
間　

午
後
1
時
～
4
時

・
4
月
8
日
（
火
）

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
前
会
議
室

・
4
月
22
日
（
火
）

　

中
央
公
民
館
2
階　

第
1
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

【
紀
の
川
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

4
月
9
日
（
水
）・
23
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
～
４
時　

　

紀
の
川
市
役
所
南
別
館
２
階
相
談 

　

室
小

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
77
‐
２
５
１
１

子 

育 

て 

相 

談

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育 

　

医
療
支
援
室

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
０
８
０
８

・
平
日
（
月
～
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
公
立
那
賀
病
院

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
相
談
担
当
者

　

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士

　

社
会
福
祉
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

　

カ
ー

○
利
用
方
法

　

ま
ず
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小

児
成
育
医
療
支
援
室
へ
電
話
で
相
談

し
て
い
た
だ
き
、
相
談
内
容
で
面
談

が
必
要
で
あ
れ
ば
、
予
約
日
を
決
め

て
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
相
談
は
無
料
で
す
。）

平成 25 年 10 月～  
　26 年 3 月（月額）

　  平成 26 年度
　　　　   （月額）

児童扶養手当（全部支給） 41,140 円 41,020 円

児童扶養手当（一部支給） 9,710 円～　　
41,130 円

　 　9,680 円～　
　　41,010 円

障
害
各
種
手
当

特別児童扶養手当（１級） 50,050 円 49,900 円
特別児童扶養手当（２級） 33,330 円 33,230 円
特別障害者手当 26,080 円 26,000 円
障害児福祉手当 14,180 円 14,140 円
福祉手当（経過措置分） 14,180 円 14,140 円

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課 　

各
種
手
当
額
が
改
定
さ

れ
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
等
の
手
当

額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
よ
り
、
平
成
26
年
４

月
分
か
ら
各
種
手
当
額
が
改
定
さ
れ

る
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

児
童
福
祉
係
・
障
が
い
福
祉
係　

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
３
２
４
・
３
２
２
）
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暮らしの情報
　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

　
　
　

人   

権   

相   

談

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
～

    

行  

政  

相  

談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
、
行
政
機
関

が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
等
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時　

4
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

　
　
　
　

第
2
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室 

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

4
月
8
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課 

人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

　
　
　

教   

育   

相   

談

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、
学
習
や
生
活
、
子

育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る
相
談
を

次
の
機
関
等
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
適
応
指
導
教
室
﹁
フ
レ
ン
ド
﹂

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

・
お
子
様
が
通
学
し
て
い
る
小
中
学 

　

校
・
教
育
総
務
課 

学
校
教
育
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
９
０
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。

○
期
間　

　

4
月
23
日(

水)

～
6
月
25
日(

水)

　

午
後
７
時
～
８
時　

 （
10
回
）

○
場
所 エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す

     

募　

集

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

教
室
︵
21
期
生
︶
受
講

生
募
集
！

～
み
ん
な
で
楽
し
く

　
　
　
　
　

元
気
に
介
護
予
防
～

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
元
気
な
方
を
対
象

に
、
ス
テ
ッ
プ
台
を
使
っ
た
運
動
や

筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
運
動
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

週
１
回
の
教
室
に
加
え
、
自
宅
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
３
カ
月
間

の
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
日
時　

5
月
15
日
か
ら
7
月
31
日

　

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
12
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午
（
昼
食
会
を
行

　

う
場
合
は
、
午
後
１
時
頃
ま
で
）

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
（
２
階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

ル
ー
ム
）

○
内
容　

ス
テ
ッ
プ
運
動
、
イ
ス
や

　

マ
ッ
ト
を
使
っ
た
簡
単
な
筋
力
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
等

○
参
加
費　

無
料
（
昼
食
を
注
文
す

　

る
場
合
は
、
別
途
必
要
）

○
定
員　

20
名
（
応
募
者
多
数
の
場 

　

合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。）

○
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
か 

　

ら
４
月
15
日
（
火
）
ま
で

　
（
但
し
、
土
日
は
除
く
）

※
運
動
を
伴
う
教
室
に
な
り
ま
す
の

で
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
よ
る
運

動
可
否
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
運
動
不
可
の
方
は
介
護
予
防

教
室
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
５
３
）

▲エクササイズの様子

　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

2
階　

小
ホ
ー
ル

○
参
加
資
格

　

岩
出
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

　

い
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
定
員 　

80
名

○
参
加
料
（
保
険
料
）

　

１
，
８
５
０
円

○
講
師　

川か
わ
ぐ
ち口　

祐ゆ
う
こ子　

氏

○
応
募
方
法

＊
申
込
受
付

　

４
月
16
日(

水)

午
後
7
時
か
ら

総
合
体
育
館
2
階
小
ホ
ー
ル
に
て
受

付
を
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
料
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
62
‐
０
３
７
０



2014・4　広報いわで　　24

  

講
座
・
催
し

　

第
12
回
岩
出
舞
踊
つ
ど

　

い
の
会
︵
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
︶

手
話
の
基
礎
講
座
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

聴
覚
障
害
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
１
つ
で
あ
る

﹁
手
話
﹂
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
聴
覚

障
害
の
方
と
の
会
話
を
広
げ
、
共
に

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
入
門
課

程
を
修
了
さ
れ
て
い
る
方
（
手
話
教

室
・
入
門
の
テ
キ
ス
ト
）
で
左
記
に

該
当
さ
れ
る
方

・
岩
出
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
さ
れ
て
い
る
方
で
誕
生
年
月
日

が
平
成
11
年
4
月
1
日
以
前
の
方

※
手
話
学
習
経
験
の
な
い
方
で
講
座

の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
入
門
講
座

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
講
習
期
間　

各
月
３
～
4
講
座

　

５
月
～
９
月
（
19
講
座
）

○
講
習
時
間

　

昼
間
の
講
座　

水
曜
日　

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

　

夜
間
の
講
座　

木
曜
日　

　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

※
各
講
座
20
名
程
度
募
集

○
講
習
会
場

   
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
費
用　

受
講
費
用
は
無
料
で
す
。

　

テ
キ
ス
ト
代
自
費
３
，
２
４
０
円

　
（
税
込
）

○
申
込
期
間　

４
月
７
日
（
月
）
～

　

４
月
18
日
（
金
）
土
・
日
を
除
く
。

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

○
申
込
方
法　

　

福
祉
課
窓
口
に
て
受
講
申
込
書
に

記
入
、
又
は
岩
出
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

郵
送
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

○
日
時　

４
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
0
時
30
分
開
演

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

○
内
容

　

新
舞
踊
を
は
じ
め
、
着
付
舞
、
銭

太
鼓
、
中
国
民
族
舞
踊
他
多
彩
な
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
入
場
料　

無
料

※
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
大

勢
の
皆
様
の
ご
来
場
を
出
演
者
一
同

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
舞
踊
つ
ど
い
の
会　

石
田

　

℡
62
‐
７
３
７
４　

根
来
塗
講
座

　
　
　

受
講
生
作
品
展

ヨ
ガ
教
室
の
生
徒
を
募

集
し
ま
す

○
期
間　

　

4
月
25
日（
金
）～
6
月
27
日（
金
）

　

午
後
3
時
～
4
時　
（
10
回
）

○
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館　

格
技
場

○
参
加
資
格

　

岩
出
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

　

い
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
定
員　

60
名

○
参
加
料
（
保
険
料
）

　

１
，
８
５
０
円

○
講
師　

松ま
つ
み
や宮　

文あ
や
こ子　

氏

○
応
募
方
法

＊
申
込
受
付

　

４
月
18
日
（
金
）
午
後
3
時
か
ら

総
合
体
育
館
格
技
場
に
て
受
付
を
行

い
ま
す
の
で
、
参
加
料
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
62
‐
０
３
７
０

地
震
防
災
に
関
す
る
啓

発
標
語
募
集

○
対
象
者　

中
学
生
以
上

○
応
募
方
法　

は
が
き
１
枚
に
標
語

　
（
３
点
以
内
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
ご
記
入
の
上
、
〒
６
４
９
︱

６
２
１
５ 

岩
出
市
中
迫
１
５
４

那
賀
消
防
本
部
ま
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

○
締
切
日　

６
月
30
日　

消
印
有
効

【
入
賞
】

　

最
優
秀
賞
１
点

　
　
　
（
賞
状
と
商
品
券
２
万
円
）

　

優
秀
賞
３
点
以
内

　
　
　
（
賞
状
と
商
品
券
１
万
円
）

　

秀
作
５
点
以
内

　
　
　
（
賞
状
と
商
品
券
５
千
円
）

　

佳
作
10
点
以
内

　
　
　
（
賞
状
と
商
品
券
３
千
円
）

　

入
選
30
点
程
度

　
　
　
　
　
　
　
（
防
災
記
念
品
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
防
災
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
７
２
５
９

○
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
３
）

　
　

61
‐
１
６
３
２

　

根
来
塗
講
座
受
講
生
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
講
座
で
技
術
を
磨
い
て

き
た
受
講
生
達
の
成
果
を
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

『
そ
ら
ま
め
サ
ポ
ー
ト
』
保
育
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

FAX

○
展
示
期
間　

　

４
月
14
日
（
月
）
ま
で

○
開
館
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
展
示
場
所　

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

１
階　

企
画
展
示
室

○
休
館
日　

４
月
８
日
（
火
）

○
問
い
合
わ
せ
先　

民
俗
資
料
館

　

℡
63
‐
１
４
９
９
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暮らしの情報
収
集
資
料
品
展
ー

　

集
ま
っ
た
根
来
漆
器

　

民
俗
資
料
館
で
収
集
し
て
い
る

﹁
根
来
漆
器
﹂
を
広
く
市
民
の
皆
様

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、﹁
収
集

資
料
品
展　

︱
集
ま
っ
た
根
来
漆
器

︱
﹂
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

○
展
示
期
間　

　

平
成
26
年
4
月
1
日
（
火
）
～

　
　
　

平
成
27
年
3
月
30
日
（
月
）

○
開
館
時
間　

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
入
館

は
、
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
展
示
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

1
階　

企
画
展
示
室

○
問
い
合
わ
せ
先　

民
俗
資
料
館

　

℡
63
‐
１
４
９
９

『
そ
ら
ま
め
サ
ポ
ー
ト
』
保
育
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
受
講
対
象
者　

岩
出
市
、
紀
の
川

　

市
周
辺
の
一
時
保
育
経
験
者
、
保

　

育
士
・
看
護
師
・
ヘ
ル
パ
ー
等
の

　

有
資
格
者
、
ま
た
は
子
育
て
経
験

　

の
あ
る
方

○
定
員　

30
名　
（
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
。）

○
参
加
費
︵
資
料
代
）
１
，
０
０
０

　

円
（
前
納
、
納
付
方
法
は
申
し
込

　

み
時
に
連
絡
）

○
申
込
方
法　

受
講
に
は
申
し
込
み

　

が
必
要
で
す
。（
電
話
・
F
A
X
・  

　

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
可
）

○
講
座
は
全
受
講
を
原
則
と
し
ま
す

が
、
こ
の
講
座
に
関
心
が
あ
り
、
一

部
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
の
参
加
も

受
け
付
け
ま
す
。

○
受
講
中
の
一
時
保
育　

有
（
有
料

　

・
予
約
制
）

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

い
わ
で
・
き
の
か
わ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
﹃
そ

ら
ま
め
サ
ポ
ー
ト
﹄　

担
当
：
岩
橋

　

℡
60
‐
４
３
３
７

　
　

60
‐
４
３
３
８

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://ikf.kii-kodom
o.jp

■
事
業
所
開
所
時
間

　
（
月
～
金
）
午
前
9
時
～
午
後
5

　

時
30
分

　
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時　

　
（
日
・
祝
休
み
）

※
講
師
お
よ
び
講
座
内
容
の
一
部
が

変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日　時（受付 9:45 ～） テーマ

5 月 14 日（水）

（3 階会議室 A）

① 10:00 ～ 12:00 事業概要

② 13:00 ～ 15:00 安全に預かるために①（サポートの流れ・事故予防等）

5 月 17 日（土）

（3 階視聴覚室）

③ 10:00～12:00 親とこどもの発達と関係性支援①

④ 13:00 ～ 15:00 親とこどもの発達と関係性支援②

5 月 20 日（火）

（2 階研修室）

⑤ 10:00 ～ 12:00 家庭での預かり保育

⑥ 13:00 ～ 14:30 こどもと遊び

⑦ 14:30 ～ 15:00 安全に預かるために②（育児グッズ紹介等）

5 月 22 日（木）

（3 階会議室 C）

⑧ 10:00 ～ 12:00 こどもの身体の発育と病気

⑨ 13:00 ～ 15:00 子どもの栄養と食生活～具合の悪いときの食事と水分補給～

5 月 27 日（火）

（2 階研修室）

⑩ 10:00 ～ 12:00 こどもの看護

⑪ 13:00 ～ 15:00 病気の症状と観察及び病院への受診

6 月 3 日（火）

（2 階研修室）

⑫ 10:00 ～ 12:00 社会でこどもを育てるために（保育の心）親支援を広げる

⑬ 13:00 ～ 15:00 安全に預かるために③（研修振り返り・修了証受け渡し等）

〈いわで・きのかわファミリー・サポート・センター事業受託団体〉
NPO 法人 Com 子育て環境デザインルーム / コムデザイン
コムデザインホームページ http://ikf.kii-kodomo.jp

FAX

現在、102 名のスタッフ会員さん
が登録・活動中です。

申込締切  5 月 7 日（水）
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根来公園墓地

○　春。ぜひこの季節に根来公園墓地にお立ち寄りください。

使 用 者 募 集 中！  

春風に吹かれて木々の息吹を感じ、ゆったりとお過ごしください。
静寂の空間に、きっとご満足いただけます。

「春の陽差しを感じて」

○問い合わせ先　岩出市役所　都市計画課　℡ 62-2141（内線 223）

日
曜
消
防
講
座

　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

︵
受
講
料
無
料
︶

○
実
施
日　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜

　

日
○
場
所　

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン

　

タ
ー
（
岩
出
市
中
迫
）

☆
消
防
車
ふ
れ
あ
い
講
座

○
日
程　

４
月
６
日
・
５
月
４
日　

　
　
　
　

６
月
１
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
対
象
者　

幼
児
と
保
護
者

○
内
容　

親
子
で
消
防
車
の
見
学
な

　

ど
を
し
な
が
ら
火
災
予
防
を
学
び

　

ま
す
。

☆
普
通
救
命
講
座

○
日
程　

４
月
20
日
・
５
月
18
日

　
　
　
　

６
月
15
日

　

午
前
９
時
～
正
午

○
対
象
者　

中
学
生
以
上

○
内
容　

救
命
に
必
要
な
技
術
を
マ

　

ス
タ
ー
し
ま
す
。

☆
上
級
救
命
講
座

○
日
程　

７
月
６
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
対
象
者　

中
学
生
以
上

○
内
容　

救
命
に
必
要
な
技
術
・
止

　

血
法
や
搬
送
法
な
ど
の
応
急
手
当

　

を
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

☆
お
こ
の
み
講
座

○
日
程　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

　

午
後
か
ら

○
内
容　

　

受
講
者
の
要
望
に
応
じ
て
、
各
種

　

の
防
災
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
防
災
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
７
２
５
９

　

国
連
総
会
（
平
成
19
年
12
月
18

日
開
催
）
に
お
い
て
、
毎
年
４
月
２

日
を
﹁
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
﹂
と

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
全
世
界
の

人
々
に
自
閉
症
を
理
解
し
て
も
ら
う

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
閉
症
は
、｢
常
に
自
分
の
殻
に

閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
状
態｣
と
考
え

ら
れ
た
り
、﹁
親
の
育
て
方
が
冷
た

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
原
因
で
は
な

い
か
﹂
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

脳
の
発
達
の
仕
方
の
違
い
か
ら

﹁
世
界
自
閉
症
啓
発
デ 

 

ー
﹂・﹁
発
達
障
害
啓  

 

発
週
間
﹂

   

お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
小
・
中
学

校
就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
お
子
さ
ま
の

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
お
困
り
の

保
護
者
の
方
に
、
学
用
品
購
入
費
等

の
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま

す
。

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
就
学

援
助
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方

は
、
申
請
書
等
を
学
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
同
居
の
方
の

所
得
状
況
に
よ
り
援
助
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

　

方
・
障
害
者
、
寡
婦
（
特
別
の
寡
婦
）

　

寡
父
の
い
ず
れ
か
で
、
前
年
の
合

　

計
所
得
金
額
１
２
５
万
円
以
内
の

　

方
・
国
民
年
金
保
険
料
を
減
免
さ
れ
て

　

い
る
方

・
平
成
25
年
度
以
降
に
生
活
保
護
を

　

停
止
又
は
廃
止
さ
れ
た
方

・
災
害
等
に
よ
り
市
民
税
・
個
人
事

　

業
税
・
固
定
資
産
税
の
い
ず
れ
か

　

を
減
免
さ
れ
た
方

・
岩
出
市
国
民
健
康
保
険
税
減
免
に

　

関
す
る
規
則
に
よ
り
減
免
さ
れ
た

　

方
○
問
い
合
わ
せ
先　

各
小
・
中
学
校

　

又
は
教
育
総
務
課 

学
校
教
育
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
７
５
）

﹁
他
の
人
の
気
持
ち
や
感
情
を
理
解

す
る
こ
と
﹂﹁
言
葉
を
適
切
に
使
う

こ
と
﹂﹁
新
し
い
こ
と
を
学
習
す
る

こ
と
﹂
な
ど
が
苦
手
で
あ
り
、
一
般

的
な
﹁
常
識
﹂
と
思
わ
れ
る
こ
と
を

身
に
つ
け
る
こ
と
も
苦
手
で
す
。
こ

の
た
め
、
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い

て
も
、誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
自
閉
症
の
人
た
ち
は
、
と

て
も
﹁
純
粋
﹂
で
、
自
分
の
感
じ
た

ま
ま
に
話
し
た
り
、
行
動
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
、感
覚
が
過
敏
で
あ
っ

た
り
記
憶
が
抜
群
な
人
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
自
閉
症
の
人
た
ち

の
行
動
や
態
度
の
意
味
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
愛
情
を
も
っ
て
支
援
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
の
４
月
２
日
か
ら
８
日
を
﹁
発

達
障
害
啓
発
週
間
﹂
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

害
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
、
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

発
達
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
３
９
）
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大
会
結
果

   

ス
ポ
ー
ツ

総
合
体
育
館

　

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の
保

持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

４
月
26
日(

土)

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必

　

要
で
す
。

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
応

　

急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ
の

　

他
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

　

限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
62
‐
０
３
７
０

第
24
回
岩
出
市
民
テ
ニ

ス
大
会
を
開
催
し
ま
す

○
日
時　

4
月
13
日(

日)

　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

第
12
回
岩
出
市
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
市
民
交
流
大
会

○
日
時　

１
月
22
日
（
水
）

○
場
所　

紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
公
園

▽
男
性
の
部

１
位　

吉
盛　

一
男

２
位　

吉
田　

訓
士

３
位　

保
脇　

信
久

▽
女
性
の
部

１
位　

榎　

明
美

２
位　

楠
根　

ツ
ヤ
子

３
位　

門
川　

エ
ツ
子

＊
岩
出
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

自
転
車
盗
に
注
意
！

　

岩
出
警
察
署
管
内
で
最
も
多
発
し

て
い
る
犯
罪
は
、﹁
自
転
車
盗
﹂
で
す
。

①
発
生
件
数　

○
平
成
25
年
中　
　
　
　

２
２
６
件

○
平
成
26
年
3
月
9
日
現
在　

22
件

②
施
錠
の
状
況
︵
平
成
25
年
の
被
害 

岩
出
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

若
者
の
就
労
ま
で
を

                 

サ
ポ
ー
ト

　
﹁
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

き
の
か
わ
（
通
称
：
サ
ポ
ス
テ
き
の

か
わ
）﹂
は
、
働
く
こ
と
に
不
安
の

あ
る
15
才
～
39
才
ま
で
の
若
者
の
職

業
的
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

○
場
所　

那
賀
振
興
局
３
階

　
　
　
　
（
出
張
相
談
）

○
日
時　

毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時  

　
（
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
き

　

の
か
わ

　

℡
０
７
３
６
‐
 33
‐
２
９
０
０　

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
毎
年
４
月
上

旬
に
送
ら
れ
て
く
る
１
年
分
の
﹁
納

付
書
﹂
に
よ
り
翌
月
の
末
日
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
納
付
窓
口

　

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

む
）
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
に
は
、
１
年
分
・
６
个

月
分
な
ど
保
険
料
を
前
納
す
る
と
割

引
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す

○
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難

　

な
場
合

　

前
年
中
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ

れ
ば
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、

保
険
料
の
納
付
を
免
除
・
猶
予
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

保
険
年
金
課 

国
保
・
年
金
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
９
２
）

国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
1
万
５
２
５
０
円

　

今
回
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と

し
て
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
話
題
を
呼
ん

だ
、
大
阪
の
小
学
校
の
新
任
教
師
に

よ
る
実
践
教
育
を
も
と
に
映
画
化
し

た
感
動
作
﹁
ブ
タ
が
い
た
教
室
﹂
を

左
記
の
と
お
り
上
映
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

４
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

岩
出
図
書
館
大
会
議
室

＊
入
場
は
無
料
（
先
着
１
０
０
名
）

○
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課　

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

　

岩
出
図
書
館

　

℡
62
‐
７
２
２
２

ふ
ら
っ
と
シ
ア
タ
ー

　

さ
ぎ
の
せ
公
園
管
理
事
務
所
が
４

月
１
日
か
ら
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

管
理
事
務
所
に
は
多
目
的
室
を
併

設
し
て
お
り
、
他
の
公
共
施
設
同
様
、

事
前
予
約
に
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
け

さ
ぎ
の
せ
公
園
管
理
事

務
所
の
供
用
開
始

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
ぎ
の
せ
公
園
管
理
事
務
所

　

℡
63
‐
５
０
６
５

　

の
う
ち
︶

○
カ
ギ
を
し
て
い
た　

 　
　

   

85
件

○
カ
ギ
を
し
て
い
な
い　

１
４
１
件

③
発
生
場
所

　

駅
や
量
販
店
等
の
駐
輪
場
で
の
発

　

生
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

④
対
策

○
自
転
車
に
は
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま

　

し
ょ
う
。

○
カ
ギ
は
防
犯
性
能
に
優
れ
た
﹁
シ

　

リ
ン
ダ
ー
錠
﹂
と
﹁
ワ
イ
ヤ
ー
錠
・

　

Ｕ
字
型
錠
な
ど
﹂
の
ツ
ー
ロ
ッ
ク

　

で
盗
難
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

岩
出
警
察
署

　

℡
63
‐
０
１
１
０

※
雨
天
時　

4
月
20
日(

日)

○
場
所　

根
来
総
合
運
動
広
場

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
種
目　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　
　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

○
参
加
料　

１
組
１
，
５
０
０
円

○
申
込
締
切　

４
月
10
日(

木)

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
テ
ニ
ス
協
会

　

猿
さ
る
わ
た
り渡　
　
（
℡
61
‐
１
２
５
３
）

　

服は
っ
と
り部　

　
（
℡
63
‐
３
１
３
５
）

※
岩
出
市
テ
ニ
ス
協
会
主
催

平
成
26
年
度
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【イベント】
4 月 4 日（金）～ 6 日（日）お花見園芸市 ※午前 9 時～午後 5 時まで（6 日は 4 時 30 分まで）

4 月 5 日（土）～ 6 日（日）お花見手作り村 ※午前 9 時～午後 5 時まで（雨天中止）
4 月 20 日（日） 福市 ※午前 9 時～午後 5 時
4 月 26 日（土） 和太鼓集団・和響の演奏会 ※ 11 時～ 12 時／ 1 時 30 分～ 2 時 30 分（雨天中止）

4 月 27 日（日） ジェットトーンズの親子で楽しむ
アニメ特撮ヒーロー主題歌ライブ ※ 1 時 30 分～ 2 時 30 分（雨天中止）

4 月 27 日（日） ミニ列車に乗ろう！ ※ 10 時～ 12 時／ 1 時～ 3 時（雨天時は 4 月 29 日）
【ワクワク教室】

4 月 5 日（土） 春の写真教室 ※開催時間は 1 時 30 分～ 4 時。事前の申込みが必要
（先着 32 名）カメラ・筆記用具持参。

4 月 6 日（日） ちょっとお洒落なハンギング
バスケット教室

※開催時間は 1 時 30 分～ 3 時 30 分。事前の申込み
が必要（先着 32 名）材料費 1,500 円必要。

4 月 12 日（土）・13 日（日）風蘭と石斛の植え替え教室 ※開催時間は 1 時 30 分～ 3 時。事前の申込みは不要
（各日先着 20 名）材料費 800 円必要。

【展示会】開催時間は 9 時～ 5 時（最終日は 4 時 30 分まで）即売もあります
4 月 12 日（土）・13 日（日）古典植物展・スミレ展 春蘭等 180 鉢や早春の草花を約 150 鉢展示
4 月 25 日（金）～ 27 日（日）春の洋ラン展・山草展 150 鉢の洋ランやサクラ草等約 200 鉢展示
4 月 29 日（火） 古典植物展 風蘭等 200 鉢展示

4
月
は
休
ま
ず
開
園
し
ま
す

〔電話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570
〔住所〕〒649‐6211　和歌山県岩出市東坂本672

緑 花 セ ン タ ー の お 知 ら せ

第
25
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
定
期

交
流
大
会

○
日
時　

１
月
９
日(

木)

○
場
所　

若
も
の
広
場

▽
男
子
の
部

１
位　

西
川　

勝
美

２
位　

福
井　

恭
三

３
位　

星
野　

優

▽
女
子
の
部

１
位　

田
中　

静
香

２
位　

津
田　

千
恵
子

３
位　

三
栖　

秀
子

※
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

主
催第

31
回
和
歌
山
県
会
長

杯
争
奪
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

２
月
９
日(

日)

○
場
所　

朝
来
小
学
校
体
育
館

※
団
体
戦

▽
男
子
の
部

１
位　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
︵
原
啓
斗
、
市
橋
卓
、
田
中
晴
人
、

　

金
岡
俊
歩
︶

３
位　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
（
瀬
古
海
斗
、
辻
伸
崇
、
田
中
鈴
歩
、

　

廣
田
晋
一
）

▽
女
子
高
学
年
の
部

１
位　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
︵
久
保
日
那
花
、
玉
井
里
歩
、
﨑

　

山
春
菜
、
早
川
七
々
海
、
杉
山
明

　

日
香
︶

▽
女
子
低
学
年
の
部

３
位　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
（
浦
上
路
望
、
北
東
瑠
海
、
髙
垣

　

凜
乃
、
山
本
乙
希
）

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

第
31
回
和
歌
山
県
会
長

杯
争
奪
中
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

2
月
2
日(

日)

○
場
所　

湯
浅
中
学
校
体
育
館

＊
団
体
戦

▽
男
子
の
部

２
位　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
（
宮
本
翔
央
、
門
田
和
真
）

▽
女
子
の
部

３
位　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
（
内
匠
穂
華
、
原
綾
花
、
杉
山
陽
香
）

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

第
8
回
岩
出
市
民

　

少
年
剣
道
錬
成
大
会

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

▽
小
学
生
初
心
者
の
部

1
位　

小
谷　

共
喜    ︵
上
岩
出
小
︶

2
位　

友
岡　

大
晴　

     （
山
崎
小
）

3
位　

中
島　

唯
花　

     （
根
来
小
）

3
位　

林　

保
徳　

     　
（
岩
出
小
）

▽
小
学
一
・
二
年
男
女
の
部

1
位　

木
下　

絵
蓮   ︵
根
来
小
︶

2
位　

島
田　

達
也　

 （
山
崎
北
小
）

3
位　

武
田　

優
介　

 （
上
岩
出
小
）

▽
小
学
三
・
四
年
男
女
の
部

1
位　

谷
口　

舞　

    ︵
上
岩
出
小
︶

2
位　

岩
永　

麗　
　

 （
上
岩
出
小
）

3
位　

山
本
小
萌
音 　
（
山
崎
北
小
）

3
位　

武
田　

響　

 　
（
山
崎
北
小
）

▽
小
学
五
・
六
年
男
女
の
部

1
位　

生
熊　

展
太        ︵
中
央
小
︶

2
位　

出
口
凌
太
郎　

     （
根
来
小
）

3
位　

丸
島　

己
歩　

     （
中
央
小
）

3
位　

合
田　

圭
吾　

 （
山
崎
北
小
）

▽
中
学
生
男
女
の
部

1
位　

生
熊　

洋
介    　
︵
向
陽
中
︶

2
位　

生
熊
飛
呂
人
（
岩
出
第
二
中
）

3
位　

永
田　

大
和         （
岩
出
中
）

3
位　

喜
多　

優
貴
（
岩
出
第
二
中
）

＊
岩
出
市
剣
道

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

○
日
時　

12
月
22
日(

日)

　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が

発
表
し
た
人
権
作
文
に
つ
き
ま
し

て
は
、
広
報
い
わ
で
5
月
号
か
ら

掲
載
い
た
し
ま
す
。
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図書館 へ

岩出図書館

行 こう

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

図書館 へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

4月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。な
お、4月30日（水）・5月1日(木)の休館時は、図書館正門右の返却ポストは閉めますので、図書館玄関右のブックポ
ストをご利用ください。ただし、ＤＶＤ・ビデオ・ＣＤなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開
館時に直接カウンターにお返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで、貸出・延長はで
きません。

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

日 土金木水火月 日 土金木水火月

日時　4 月 26 日（土）　午後 3 時から
場所　岩出図書館　屋外テラス

内容　読み聞かせ・簡単な手作りおもちゃ　

その他　申込み不要。小学 2 年生以下は、保護者同

　　　　伴。雨天の場合は、岩出図書館大会議室で

　　　　行います。

　毎年日本で発行される新作絵本は、実に 1,000 作

にものぼります。これらの絵本の中から、特にすぐれ

た絵本に贈られるのが「日本絵本賞」。（社）全国学校

図書館協議会と毎日新聞社の主催によって、「絵本芸

術の普及、絵本読書の振興、絵本出版の発展に寄与す

る」ことを目的に、平成 7 年に創設されました。「日

本絵本賞大賞」「日本絵本賞」「日本絵本賞翻訳絵本賞」

のほか、読者の投票による「日本絵本賞読者賞」も設

けた特色のある賞です。岩出図書館では、所蔵する受

賞作品を「こどもの読書週間」に展示します。

期間　4 月 23 日（水）～ 5 月 11 日（日）
場所　岩出図書館　児童展示コーナー

　昭和 34 年にはじまった、「こどもの読書週間」。も
ともとは 5 月 1 日～ 14 日（こどもの日を含む 2 週間）
でしたが、2000 年の「子ども読書年」を機に、現在
の 4 月 23 日～ 5 月 12 日の約 3 週間に期間を延長。
　4 月から５月にかけては、「国際子どもの本の日」・

「サン・ジョルディの日」などの記念日・関連イベン
トも多く、また、2001 年 12 月に公布・施行の「子
ども読書活動推進法」により 4 月 23 日が「子ども読
書の日」となった影響もあって、「こどもの読書週間」
は年々大きな盛り上がりを見せています。

○図書館ボランティアによるおはなし会
6 日（日）・13 日（日）・・・「おはなしドロップス」

20 日（日）・27 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　午後 1 時 30 分から　岩出図書館おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会
26 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後 3 時から　岩出図書館　屋外テラス

日時　5 月 3 日（土・祝）　午後 2 時から
場所　岩出図書館　大会議室

対象　年少児～小学生（小学 2 年生以下は保護者同伴）

定員　先着 30 名　

申込　 4 月 19 日（土）受付開始。岩出図書館カウンター  

　　　に直接お申し込みいただくか、電話でお申し込

　　　みください。定員になり次第、締め切らせてい

　　　ただきます。

日時　4 月 29 日（火・祝 ）　午後 1 時 30 分から
●オープン・シーズン（86 分）

こ ど も の 読 書週間イベント ◎入場無料

日時　4 月 26 日（土）　午後 3 時から
場所　岩出図書館　屋外テラス

内容　読み聞かせ・簡単な手作りおもちゃ　

その他　申込み不要。小学 2 年生以下は、保護者同

　　　　伴。雨天の場合は、岩出図書館大会議室で

　　　　行います。

テラスであそぼう

　毎年日本で発行される新作絵本は、実に 1,000 作

にものぼります。これらの絵本の中から、特にすぐれ

た絵本に贈られるのが「日本絵本賞」。（社）全国学校

図書館協議会と毎日新聞社の主催によって、「絵本芸

術の普及、絵本読書の振興、絵本出版の発展に寄与す

る」ことを目的に、平成 7 年に創設されました。「日

本絵本賞大賞」「日本絵本賞」「日本絵本賞翻訳絵本賞」

のほか、読者の投票による「日本絵本賞読者賞」も設

けた特色のある賞です。岩出図書館では、所蔵する受

賞作品を「こどもの読書週間」に展示します。

期間 4 月 23 日（水）～ 5 月 11 日（日）
場所　岩出図書館　児童展示コーナー

日本絵本賞受賞作品展

○図書館ボランティアによるおはなし会○図書館ボランティアによるおはなし会
6 日（日）・13 日（日）・・・「おはなしドロップス」6 日（日）・13 日（日）・・・「おはなしドロップス」

20 日（日）・27 日（日）・・・「おはなしのとびら」20 日（日）・27 日（日）・・・「おはなしのとびら」20 日（日）・27 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　午後 1 時 30 分から　岩出図書館おはなし室　　　午後 1 時 30 分から　岩出図書館おはなし室　　　午後 1 時 30 分から　岩出図書館おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会○図書館スタッフによるおはなし会○図書館スタッフによるおはなし会
26 日（土）・・・「おはなしパレット」26 日（土）・・・「おはなしパレット」26 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後 3 時から　岩出図書館　屋外テラス　午後 3 時から　岩出図書館　屋外テラス　午後 3 時から　岩出図書館　屋外テラス

4 月のおはなし会

日時　4 月 29 日（火・祝 ）　午後 1 時 30 分から日時　4 月 29 日（火・祝 ）　午後 1 時 30 分から
●オープン・シーズン（86 分）オープン・シーズン（86 分）

図書館 DVD 上映会（アニメ）

日時日時 5 月 3 日（土・祝）　午後 2 時から
場所場所　岩出図書館　大会議室

対象対象　年少児～小学生（小学 2 年生以下は保護者同伴）

定員定員　先着 30 名　

申込申込　 4 月 19 日（土）受付開始。岩出図書館カウンター  

　　　に直接お申し込みいただくか、電話でお申し込　　　に直接お申し込みいただくか、電話でお申し込

　　　みください。定員になり次第、締め切らせてい　　　みください。定員になり次第、締め切らせてい

　　　ただきます。　　　ただきます。

おりがみ教室

日時　4 月 29 日（火・祝 ）　午後 1 時 30 分から

　（日本語吹き替え・日本語字幕入り）

場所　岩出図書館　大会議室　定員　100 名　　

　ペットのブーグは母親代わりのベスが大好きな甘え

ん坊の熊。ある日、ハンターに捕まったお調子者の鹿、

エリオットと出会ったことで、初めて森に行くハメに

…。「オープン・シーズン ( 狩猟解禁 )」まであとわずか。

ベスのもとにも帰りたいけど、せっかく知り合った仲

間たちがハンターに狙われるなんて絶対に許せない！

ブーグと森の仲間たちの勇気と友情のアドベンチャー

がはじまる ! ( 平成 18 年度文部科学省選定作品 )

　☆ 2014 年・第 56 回「こどもの読書週間」標語☆
　　　　  「いつもいっしょ、本といっしょ」



広報いわで　編集・発行　岩出市役所　市長公室
〒 649-6292　和歌山県岩出市西野 209　℡ 0736-62-2141
ウェブサイト　http://www.city.iwade.lg.jp/

市の人口と世帯（平成 26 年 2 月末現在）
総人口 : 53,495 人（男 : 25,881 人　女 : 27,614 人）
世帯数 : 21,445 世帯　　

盛
大
に
開
催
！  

岩
出
市
民

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
公
民
館
フ
ェ
ア
ー

　

3
月
2
日
（
日
）、
岩
出
市
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・

公
民
館
フ
ェ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
保
健
推
進
功
労
及
び
、
社
会
福
祉
事
業

等
に
寄
与
貢
献
さ
れ
ま
し
た
次
の
方
々
が
、
感
謝
状
・

表
彰
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

約
２
，
６
０
０
人
の
親
子
連
れ
等
で
賑
わ
い
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

市　長　感　謝

表　  彰
（順不同・敬称略）

保健予防事業推進功労者

那賀医師会　　　　　　　　稻田　修平
母子保健推進員会　　　　　井谷　　文
　　　〃　　　　　　　　　田村　喜代
　　　〃　　　　　　　　　流川由美子

市社会福祉協議会々長表彰

民生委員児童委員協議会　　寺西　サガ

社会福祉事業奉仕者

　　　〃　　　　　　　　　久嶋　　徹
　　　〃　　　　　　　　　畑　　常雄

社会福祉施設、団体等従事者

老人クラブ連合会　　　　　田端　鈴美
遺族連合会　　　　　　　　鳥羽千登利
母子寡婦福祉連合会　　　　溝川　紀子
ボランティア連絡協議会　　山野千代子
更生保護女性会　　　　　　佐藤　和子
赤十字奉仕団　　　　　　　畑　　幸代

永年勤続功労者
和歌山つくし医療・福祉センター　  寺村　恵美

市社会福祉協議会々長感謝

社会福祉事業協助者 出口　俊夫


